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　歯学部附属病院では、健康増進法の主旨に則り、受動喫
煙の防止を目的として、平成 23 年 8 月 1 日から病院敷地
内を全面禁煙としました。 
　たばこの煙には有害な成分が多く含まれていますが、喫
煙者が吸うたばこの煙（主流煙）より、たばこを吸わない
人がたばこから出る煙（副流煙）を吸う方が発がん性物質
が多く有害であることが指摘されています。医学部附属病
院では、既に 4 月 1 日から病院敷地内全面禁煙が実施され
ていましたが、歯学部附属病院においても病院の患者さん
だけでなく、患者さんのご家族、お見舞いに来られた方、
病院で働く職員の健康を守るため、全面禁煙に踏み切りま
した。 
　敷地内全面禁煙に先立ち、6 月 1 日から院内外に予告の
掲示を行い、来院者に理解を求めてきました。また、啓発
活動の一環として 6 月 24 日からは隔日で禁煙パトロール
を実施しています。パトロールは、病院長、副病院長を筆

頭に、看護部、薬剤部、事務部の職員が各回4名で巡回し、
指定場所以外での喫煙者に対し指導を行うとともに、敷地
内でポイ捨てされた吸い殻の清掃を行っています。 
　森崎病院長は「たばこは、吸う人自身だけでなく、たば
こから出た煙を吸う周りの人にも健康被害を及ぼします。
また、喫煙は歯周病を悪化させるとの報告もあります。た
ばこを吸う人の健康はもとより、たばこを吸わない人の健
康を守るためにも敷地内全面禁煙は不可欠です。歯学部附
属病院では、禁煙指導も行っていますので、たばこをやめ
たい方はぜひご相談ください。職員に対しては、医療に携
わる者として、国民の健康を守るため率先して禁煙に取り
組むよう厳しく指導していきたいと考えています。」と話
しています。 
　なお、敷地内全面禁煙に伴い、敷地内に駐停車中の車内
における喫煙も禁止します。皆様のご理解とご協力をよろ
しくお願いします。 

（歯学部附属病院） 

歯学部附属病院敷地内は全面禁煙になりました！ 

森崎病院長 西尾看護部長 

　歯学部附属病院では、7 月 4日（月）に、病院で働くスタ
ッフを対象に「ともに学ぼう！！歯病フォーラム 2011」と題
し、今年度 1 回目の SD 講習会を実施しました。 
　今回は、8 月 1 日からの歯学部附属病院敷地内全面禁煙
に先立ち、大阪大学保健センター副センター長の瀧原圭子
教授に「強化される職場と公共機関の受動喫煙防止対策」
についてお話いただきました。 
　当日は、100 名を超える教職員や学生が参加し、喫煙に
対する意識改革のための良い機会となりました。 

（歯学部附属病院） 

歯学部附属病院ＳＤ（Staff　Development）講習会実施 
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　大阪大学では「地域に生き世界に伸びる」の基本理念の
もと、地域・社会との緊密な連携を推進しており、この度、
社団法人発明協会、一般社団法人大阪発明協会と連携協力
に関する包括協定を締結することとなりました。 
　社団法人発明協会は、1904 年の設立以来 100 年以上にわ
たり、一貫して発明の奨励・産業財産権制度の普及に努め、
我が国科学技術の進歩・発展に貢献してきた団体であり、

また、一般社団法人大阪発明協会は、平成 23 年 4 月より、
大阪大学中之島センターに入居し、大阪優秀発明大賞等の
発明奨励事業などを実施し、大阪府における知的財産権に
関する課題をワンストップで解決する「知財総合支援窓口」
を担っています。 
　大阪大学は、知的財産法に関する専門的な知識・理解を
身につけ、知的財産の分野で活躍できる人材を養成するこ
とを目的とした、知的財産センターを平成 22 年 4 月に設
置し、大阪大学内だけでなく、社団法人発明協会や一般社
団法人大阪発明協会と密接に連携し、教育活動を行ってい
ました。 
　今回の包括協定締結を機に、教育、研究、知的財産の活
用及び社会貢献等の各分野で協力関係が強化され、産学連
携・社学連携の推進、地域社会の発展、人材の育成に寄与
することが期待されます。 
　調印式は、6 月 27日（水）大阪大学中之島センターにおい
て、大阪大学からは鷲田清一総長のほか関係理事が、社団
法人発明協会からは川田洋輝理事長及び関係役職員が、一
般社団法人大阪発明協会からは倉内憲孝会長及び関係役職
員が出席して行われました。 

（広報・社学連携オフィス広報・社学連携事務室） 

大阪大学が社団法人発明協会、一般社団法人大阪発明協会との連携協力に関する 
包括協定を締結 

大阪大学が尼崎市との連携協力に関する包括協定を締結 

調印後、倉内大阪発明協会長（左）、 
川田発明協会理事長（中央）と握手する鷲田総長 

　大阪大学では「地域に生き世界に伸びる」の基本理念の
もと、地域・社会との緊密な連携を推進しており、平成
16 年 10 月の吹田市との包括協定締結以降、平成 19 年度に
は豊中市、箕面市、茨木市、大阪市、池田市、堺市、平成
20 年度には摂津市と同様の協定を締結してきました。 
　そして、この度、本学の包括協定締結自治体としては 9
市目、大阪府外の自治体としては初めて尼崎市と包括協定
を締結することとなりました。これまで同市とは大学院工
学研究科附属サスティナビリティ・デザイン・オンサイト
研究センターを中心に、ライフスタイルと産業技術を視点
に、次世代に向けた研究開発を進め、産業界や地域社会と
の連携を図りながら持続可能な社会（低炭素型、循環型、
自然共生型）の形成を目指して活動してきました。 
　今回の包括協定締結を機に、今後、環境、産業、まちづ
くり、教育・文化、健康の分野において、連携がさらに深
まっていくことが期待されます。 

　調印式は、6 月 29日（水）大阪大学において、大阪大学か
らは鷲田清一総長のほか関係理事が、尼崎市からは稲村和
美市長及び関係役職員が出席して行われました。 

（広報・社学連携オフィス広報・社学連携事務室） 

調印後、稲村市長（右）と握手する鷲田総長 
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　大阪大学産学連携本部は、テクノアライアンス棟の竣工
を記念し、平成 23 年 6 月 28日（火）に大阪大学テクノアラ
イアンス棟竣工披露式典を開催しました。 
　当日は、梅雨時期にもかかわらず晴天に恵まれ、100 名
を超える大学内外の関係者に出席者いただきました。 
　式典では鷲田清一総長らによるテープカットの後、テク
ノアライアンス棟アライアンスホールにおいて　鷲田清一
総長、岡誠一文部科学省大臣官房文教施設企画部技術参事
官、およびテクノアライアンス棟に協働研究所・共同研究
講座を設置する企業の代表者らによる挨拶がありました。
引き続いて馬場章夫工学研究科長より「テクノアライアン
ス棟での研究活動・テクノアライアンス棟の活用」につい
ての記念講演、石田雄三文部科学省 科学技術・学術政策
局 産業連携・地域支援課 大学技術移転推進室 室長補佐よ
り「先進的な産学官連携活動への期待」と題しての記念講

演をそれぞれ行いま
した。 
　式典後は、施設見
学が行われ、テクノ
アライアンス棟を利
用する各協働研究所、
共同研究講座、協働
ユニットの研究活動
の説明や企業紹介、
さらに 8 階を利用する Hitz バイオマス開発共同研究講座の
実験室などの見学を行いました。 
　施設見学の後は交流会が催され、多数の式典出席者が参
加し、今後の産学連携活動についての活発な意見交換が行
われ盛況の中、閉会となりました。（関連記事は 12 ページ
をご覧下さい。） 

（研究推進部産学連携課） 

大阪大学テクノアライアンス棟竣工披露式典を開催 

テープカット 
左から、西尾章治郎理事・副学長、岡誠一文部科学省大臣官房 
文教施設企画部技術参事官、 鷲田清一総長、 馬場章夫工学研究科長 

竣工披露式典　鷲田清一総長の挨拶 

　6 月 30日（木）に本年度の名誉教授招待懇談会が 74 名の
名誉教授出席のもと大阪大学会館で開催されました。 
　懇談会に先立ち開催された施設見学会では、本年 5 月に
竣工した同会館（旧イ号館）の見学が行われました。 
　懇談会は、鷲田清一総長の挨拶で始まり、昨年秋の例会
以降に逝去された名誉教授の追悼、新名誉教授の紹介の後、
春の叙勲で瑞宝中綬章を受章された鈴木胖先生（工）から
ご挨拶いただきました。 
　次いで、鷲田総長からの本学の教育、研究、社学連携事
業等について近況報告が行われました。 
　続いて開催された懇親会では、各部局長等も加わり、菊
川眞先生（工）の発声により乾杯が行われ、出席者は互い
に近況を報告されるなど旧交を温めつつ、終始和やかな雰
囲気のなか、閉会となりました。 （総務企画部総長秘書室） 

名誉教授招待懇談会開催 

乾杯の発声を行う 
菊川眞名誉教授（工） 

瑞宝中綬章受章の 
鈴木胖名誉教授（工） 
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　6 月 29日（水）、吹田キャンパスの大学院生命機能研究科
ナノバイオロジー棟エントランスにおいて「脳情報通信融
合研究センター」の発足式・看板除幕式が、またナノバイ
オロジー棟隣接地において脳情報通信融合研究実験棟建設
の安全祈願祭が、本学鷲田総長、（独）情報通信研究機構

（NICT）宮原理事長など関係者のご出席のもと執り行われ
ました。 
　また、これらに先立ち、「脳情報通信融合分野における
共同研究に係る実験棟の管理運営に関する基本契約書（大

阪大学－ NICT）」、「脳情報通信融合分野における共同研究
に関する協定書」（大阪大学－ NICT －㈱国際電気通信基
礎技術研究所（ATR））の署名式が行われました。 
　「脳」と「情報通信」の融合研究は、従来にはなかった
新しい試みであり、柳田敏雄 脳情報通信融合研究センター
長のリーダーシップの下、本学、NICT 及び ATR 等関係機
関が連携協力し、未知の領域の探求が本格的に行われてい
くことになります。関連記事は 38 ページをご覧下さい。 

（研究推進部大型教育研究プロジェクト支援事務室） 

「脳情報通信融合研究センター」の発足式・看板除幕式を開催 

　7 月 7日（木）13 時 30 分より、核物理研究センター講義室
において、H23 年度核物理研究センター放射線・安全衛生
講習会を開催しました。本講習会は、本センターの教職員・

学生・委託業者だけでなく、加速器施設を利用する全国の
共同利用実験者なども対象とし、安全な研究・教育環境作
りと安全意識の高揚などを目的として開催しています。今
回は、多数の新人を含む約 50 名の参加者を得て盛況に行
われました。放射線業務従事者の教育訓練も兼ねた放射線
安全講習会では、本センターの特任研究員である豊田亘博
氏により、「放射線が教えてくれたもの－サイクロトロン
と非密封 RI 取扱の経験より－」と題して、様々な現場で
放射線に関わってきた 46 年間の豊富な経験と知識に基づ
く放射線管理の苦労話が披露され、参加者は興味深く耳を
傾けていました。また、後半の安全衛生講習会では、緊急
時の留意事項や 6 年ぶりに改訂された安全ガイドブックの
内容などについて説明があり、参加者は熱心に話を聞いて
いました。 

（核物理研究センター） 

「核物理研究センター放射線・安全衛生講習会」を開催 
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　第 12 回（平成 23 年度）課外研究奨励費の伝達式が、鷲
田総長、小泉副学長、宮崎学生生活委員会委員長等の出席
のもと、7 月 14日（木）に本部事務機構 301 会議室において
行われました。 
　課外研究奨励費は、「学部学生の研究意識の向上」を目
的とし、個人又はグループ単位の学生自身による正課以外
の研究テーマを公募し、独創的かつ意欲的であると認めら
れたテーマに対して授与されるものであり、今年度は 17

件の研究テーマの応募のうち 9 件が採択されました。 
　伝達式では、初めに宮崎委員長から選考経過について説
明があり、続いて鷲田総長から受賞者に対して賞状授与と
講話が行われました。その後、各受賞者から研究の抱負等
が述べられ、終始和やかな雰囲気のなか終了しました。 
〈今年度採択されたテーマ〉 

・翼精度の向上による必要出力の軽減を中心とした無尾翼人力飛

行機の開発 

・大阪府立博物館と提携した南河内の古墳群のフィールド調査 

・NHK大学ロボコン優勝を目指して 

・レーシングカー高効率開発プロセスの研究及びそれに伴う学生

フォーミュラ車両の開発 

・国際舞台における交渉学の学問的、実践的研究 

　～International Negotiation Competition 2011～ 

・小学校教育と人的資本の形成　～法律と経済から考えるより良

い教育のあり方～ 

・実践を通じた交渉術・法的思考能力の習得 

・国際法模擬裁判大会への取り組みを通じた国際法の研究 

・榎本武揚と日本外交　～世界に挑んだ明治の気骨～ 

（学生部学務課） 

　近年、本学から交換留学制度を利用し 1 学期間以上の海
外留学を果たした学生が毎年 100 名を超えるようになって
きています。国際教育交流センターでは、国際交流オフィ
ス学生交流推進課の協力を得て、昨年度より留学帰国者ス
ピーチコンテストを実施しています。去る 2011 年 7 月 12
日（火）豊中キャンパス共通教育棟 A － 102 にて、今年度の

コンテストが開催されました。7 名の留学経験者に「海外
留学から私が得たもの」という共通テーマのもとで、副題
をつけて各々留学で得た貴重な経験と、そこからどの様な
新たな自分を発見し成長できたかを日本語及び現地の勉学
に使用した言語でスピーチして頂きました。審査委員には
国際教育交流センターの教員 7 名とゲスト審査委員として
高橋明世界言語研究センター長を招き、審議した結果、次
の 4 名の学生が入賞しました。最優秀賞には、フィンラン
ド・オーボアカデミー大学に留学した国際公共政策研究科
修士1年の神坂仁美さんの『My unforgettable time in Finland』
が、優秀賞には米国ウェズリアンカレッジに留学した外国
語学部 4 年の平松志穂さんの『自信』が、特別賞には中国
北京大学に留学した外国語学部4年の伊藤美加さんの『「関
係（クアンシー）」と「自分から動き、考えること」』と韓
国ソウル大学に留学した外国語学部4年の泉谷龍成君の『井
の中の蛙、大海で漂流中！？』が、それぞれ入賞しました。
会場には約 50 名が聞きにきてスピーチ後に活発な質疑応
答もなされました。 

（国際教育交流センター・国際交流オフィス学生交流推進課） 

平成23年度 
海外留学帰国者スピーチコンテスト 

第12回（平成23年度） 
課外研究奨励費伝達式 

スピーチ出場学生 
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　7 月 20日（水）大阪大学会館・講堂において、平成 23 年
度大阪大学安全衛生講演会を開催しました。本講演会は、
全国安全週間（7 ／ 1 ～ 7 ／ 7）にあわせて毎年開催して
いるものです。 
　今年度は、東北大学の猪股宏教授（環境・安全委員会安
全管理専門委員会委員長）をお招きして、「東日本大震災
における状況と課題－東北大学の事例から－」と題して、
未曾有の被害が生じた東日本大震災の現状と課題等につい
て同大学の事例を踏まえご講演いただきました。 
　当日は、東北大学における被害状況のほか、震災発生後
の安否確認や日頃の防災教育訓練の状況等について具体的
な説明があり、講演後の質疑応答では活発な意見交換が行
われました。参加者は約 90 名でした。 

（安全衛生管理部） 

猪股　宏・東北大学工学研究科教授 

　多様な人材活用推進本部は 7 月 22日（金）、コンベンシ
ョンセンターにおいて、「障害者雇用促進に関する講演会」
を開催しました。 

　障害者雇用に関する講演会としては初めての開催となる
今回は、大阪労働局職業安定部職業対策課障害者雇用担当
官の尾崎哲一氏と（独）高齢・障害者雇用支援機構大阪障
害者職業センター次長の高坂　修氏をお招きし、それぞれ

「障害者雇用施策の概況」、「大阪大学での障害者雇用に向
けて」と題し、障害者雇用の理念、法律の趣旨や制度の解
説及び事務系職務における発達障害者等の雇用の可能性に
ついてご講演いただきました。 
　また、高坂氏の講演には、実際に発達障害のある方の体
験談が盛り込まれ、そのお話は大変興味深く、約 80 名の
参加者は最後まで熱心に聴講しました。 
当日実施したアンケートによると参加者には好評を博して
おり、障害者雇用に関する認識を高める有意義な講演会と
なりました。 

（多様な人材活用推進本部） 

障害者雇用促進に関する講演会を開催 

平成23年度 
大阪大学安全衛生講演会の開催 
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　平成21年度から開始した「大阪大学特別講義」は、学部・
大学院や学年を問わず、全学のどのような分野の学生も受
講すべき講義を、学外のさまざまな分野のリーダーの方々
にお願いしているものです。 
　今年度は以下のとおり、6 月 20日（月）に建築家の安藤忠
雄先生、6 月 27日（月）にノーベル物理学賞受賞者の南部陽

一郎先生をお招きして実施しました。両講義とも、会場に
入りきれない多数の受講者がありました。なお安藤忠雄先
生の講義と大阪大学学生との討議は収録され、「若者よ！
君たちにニッポンを任せられるのか」という番組として、
7 月 18日（月）15：05 － 16：00 に NHK 総合テレビで放映さ
れました。 

（学生部学務課） 

大阪大学特別講義 

講義を行う南部陽一郎先生 会場に集まった学生・教職員 
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　大阪大学免疫学フロンティア研究センター（WPI-IFReC）
は新しい研究棟の竣工記念式典を、7 月 12日（火）に開催し
ました。 
　大阪大学の免疫学研究は輝かしい歴史を持ちますが、現
在は拠点長である審良静男教授と IFReC の研究者が中心
になり、本学の免疫学研究を世界トップに押し上げています。 
　平成 21 年度第一次補正予算で WPI 各拠点の研究環境の
整備のため 20 億円が措置されたことから、IFReC は専用
研究棟の建設に着手し、本年 3 月に完成しました。IFReC

研究棟には、微生
物病研究所と共有
する中央実験室が
あり、数々の高ス
ペックの装置（RI
実験ステーション、
電子顕微鏡、細胞
選別機、DNA マ
イクロアレイ・シ

ステムなど）を運
用しています。今
後、この研究棟の
完成により、ハー
ド面でも体制が整
ったことから、世
界に冠たる「目に
見える免疫学の研
究拠点」として発
展することが期待されています。 
　竣工式典では学内外から約 150 名の出席者があり、審良
静男拠点長と鷲田清一大阪大学総長の挨拶に続き、倉持隆
雄文部科学省研究振興局長、井村裕夫 WPI プログラム委
員長、黒木登志夫 WPI プログラムディレクター各氏の祝
辞を頂きました。式典後には新研究棟の見学会が行われ、
審良拠点長をはじめとする IFReC の研究者が来客をご案
内しました。 

（免疫学フロンティア研究センター） 

免疫学フロンティア研究センター研究棟竣工式開催 

審良拠点長の式辞 

施設を見学する来賓の方々 

　7 月 14日（金）、マッチング型セミナー室（ステューデン
ト・コモンズ 2 階）にて「第 5 回 パンキョー革命（学生・
教職員懇談会）」を開催しました。このイベントは、共通
教育のよりよい在り方を学生と教職員が対話をしながら、
共に考えていくために企画されています。参加者は 42 名
を数えました。山成数明大学教育実践センター教育実践研
究部長の挨拶の後、パンキョー革命推進チームの上回生か
ら「試験をどう乗り越えるか」「パンキョーをどう受けるか」
についてのプレゼンテーションがあり、「生徒」から「学生」
へと学習スタイルや自覚を変えていくことの必要性が示さ
れました。続いて、オフィスアワー、ラーニング・アドバ
イザー、図書館、学習支援サイトなど、主体的学習に活用
できる学内資源について紹介があり、グループ毎にクエス
チョンタイムを設けて、主に 1 回生の質問に上回生・教職
員が答えました。 

　後半のグループワークでは、前半のプレゼンテーション
やクエスチョンタイムの議論を踏まえ、学内資源の「活用」
をテーマに話し合いをしてもらいました。各グループから
の報告では、「自主的に学ぼうとする姿勢が重要である」、「授
業の面白さ／つまらなさは個人の意識によるところが大き
いのではないか」、「学生同士のネットワークや共同の機会
が必要である」といった意見が出されました。 
　イベントの終盤では、学外参加者の梅村修教授（追手門
学院大学・教育研究所長）から「大学は違えど思いは同じ。
これからも連携・協力していきたい」との言葉をいただき
ました。また、閉会の挨拶では、工藤眞由美大学教育実践
センター長が、議論での学生の意見を引用しながら、教員
も自信を持って教育に取り組み、より良い共通教育を作り
上げていきたいと締めくくられました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（大学教育実践センター） 

第5回 
パンキョー革命（学生・教職員懇談会）開催 
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　7 月 26日（火）医学部講義棟・A 講堂において、医学系研
究科環境保全講習会が開催されました。本講習会は、廃棄
物の適正な分別の徹底を推進するため、医学系研究科と安
全衛生管理部が協力して、過去の問題事例の紹介や関係法
令の解説、医学系研究科内のルールの説明等が行われまし
た。 
　医学系研究科長からの挨拶、医学系環境保全委員会委員
長からの講習会の趣旨説明に続き、安全衛生管理部・富田
賢吾准教授から「危険・有害物の取り扱いのプロとしての
自覚とモラル～“ゴミ”を軽んずべからず～」と題した講
演があり、廃棄物分別のルールとその根拠、起こり得る事
故、大学人として取り組む姿勢等の説明がありました。そ
の後、医学部契約係から「医学系研究科における廃棄物排
出時のルールについて」と題し、具体的な廃棄方法のルー
ルと注意事項の説明が行われました。 
　「ゴミは分別しよう」は常日頃から言われ続けているこ
とながら、その背景や起こり得る事故、具体的な注意事項

を改めて熟考する機会となる講習会であり、聴衆からは質
疑・応答時に多くの質問が寄せられ、活発な議論が行われ
ました。 

（医学系研究科・医学部、安全衛生管理部） 

医学系研究科 
環境保全講習会の開催 

　ハラスメント防止等に関する研修会が、人権問題委員会
とハラスメント相談室との共催で 7 月 25日（月）に大阪大学
会館において開催されました。この研修会はセクシュアル・
ハラスメント、アカデミック・ハラスメント及びパワー・

ハラスメントに関する理解を深めることを目的に企画され
たもので、教職員・学生、特に新任の部局長、教授、事務
系管理職員等及び新規採用職員に参加願い、問題意識の向
上を図ることとしたものです。 
　当日は 110 名を超える参加者があり、本学教職員等のハ
ラスメント問題に関する関心の深さが表れておりました。 
　研修会は、有川セクシュアル・ハラスメント小委員会委
員長（ハラスメント相談室副室長）の司会により、八木人
権問題委員会委員長からの挨拶の後、広島大学 ハラスメ
ント相談室室長の横山美栄子教授による「ハラスメントの
ないキャンパスのために－大学におけるハラスメント対策
の課題－」と題して講演が行われ、参加した受講者は最後
まで熱心に聴講し、ハラスメント防止に対する意識を高め
ることができました。 

（総務企画部総務課・ハラスメント対策事務室） 

ハラスメント防止等に関する研修会開催 
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総長への表敬訪問 

Dr. Laura de Ruiterから記念品を受け取る 
辻毅一郎理事・副学長 

ドイツ・ビーレフェルト大学長アシスタントが表敬訪問 
　4 月 28日（木）大学間協定を締結しているドイツ・ビーレフェルト大学
の学長アシスタント Dr. Laura de Ruiterが、辻毅一郎理事・副学長を表
敬訪問されました。本学からは、竹中亨文学研究科教授、長井志江工学
研究科特任准教授、平田公明学生交流推進課長が同席し、交換留学や奨
学金取得の促進など、今後の両大学間における学生交流の発展に向けた
意見交換が行われました。その後、本学に在籍しているドイツ人留学生
との懇談では、留学生の学生生活や本学での授業内容についての懇談が
行われ、両大学の交流にとって大変有意義なものとなりました。 

前列中央右：ステファン・ノレーン駐日スウェーデン大使 
　　　　左：グラジーナ・ノレーン大使夫人 
前列　右端：鷲田清一総長 
　　　左端：辻毅一郎理事・副学長 

駐日スウェーデン大使ご夫妻が表敬訪問 
　　6 月 25日（土）ステファン・ノレーン駐日スウェーデン大使とグラジ
ーナ・ノレーン大使夫人が、鷲田清一総長を表敬訪問されました。本学
からは、辻毅一郎理事・副学長、清水育男世界言語研究センター教授、
向井弘志国際交流課長が同席し、日本の国立大学として唯一開講してい
るスウェーデン語教育の現状や今後の取り組みなどについて、報告と意
見交換が行われました。 

上海交通大学　呉　旦　副学長ご一行が訪問 
　6 月 10日（金）、本学と親交の深い中国・上海交通大学から呉　旦副学
長他 7 名が鷲田清一総長を訪問されました。 
　懇談の冒頭では、呉副学長より東日本大震災に対するお見舞いの言葉
をいただき、鷲田総長からは大阪大学が行っている支援についての説明
がありました。また上海セミナーをはじめとするこれまでの両大学間の
長年にわたる交流に対して呉副学長が感謝の意を表するとともに、これ
からも両大学が協力していくことを確認し合う場となりました。 
　また、表敬訪問の後には医学部銀杏会館セミナー室において本学の施
設部、財務部の職員らと意見交換会が行われ、施設整備に関すること等
活発な議論がなされました。 
　意見交換終了後、ご一行は国立民族学博物館を訪問され、その後医学
部銀杏クラブにおいて開催された懇談会では、辻毅一郎理事・副学長、
山内直人国際公共政策研究科教授、掛下知行工学研究科教授らとさらな
る交流の促進について闊達な意見が交わされました。 

前列中央：鷲田清一総長　　　 
右：呉　旦上海交通大学副学長 

施設部・財務部との懇談風景 
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　大阪大学は、平成 19 年 11 月より「研究支援員制度」を
開始しました。この制度は、出産・育児・介護等で研究時
間が確保できにくくなっている研究者の研究面での支援を
行うため、大学院修了者を「支援研究者」として、院生、
学部の卒業生・学生を「研究補助員」として、採用・配置
するものです。本制度は、平成 22 年度から男性の研究者
も利用できるようになっています。 
　また本制度は、支援を行う大学院修了者・院生、学部の
卒業生・学生に対して、ロールモデルと接することにより、
キャリア形成を促すこともねらいとしています。 
　今回は、本制度の利用者と研究支援員として、医学部附
属病院未来医療センターの野田博之特任講師と、李媛英研
究補助員にお話を伺いました。 
 
（インタビュアー） 

野田先生は男性の研究者ですが、研究支援員制度を利用し
ていただき、いかがでしょうか。 
（野田特任講師） 

　大阪府が主体となって行なっている医療費適正化に向け
た事業に関わらせて頂いているのですが、その一環として
の行政研究に本支援制度を活用させて頂いています。具体
的には、府の医療費や健診に関する膨大なデータの管理・
分析が必要となりますので、この大量のデータを管理・分

析する仕事を李
さんにお願いし
ています。 
　李さんにとっ
ても、大規模な
データを扱う経
験 を す る こ と
で、実際のデー
タの使い方につ

いてより深く習得すること
ができると思います。李さ
んは博士課程ですが、デー
タ処理の技術だけでなくそ
の背景にある考え方を学ん
で、レベルアップもしても
らいたいと思っています。 
　家庭の面では、配偶者も
本学医学研究科の研究者で

あり、二人の小さい子供がいますが、 
夫婦で家事・育児を分担しています。料理は自分が作るこ
とが多いですね。保育園の送り迎えは、状況に応じて分担
してやっています。 
（李研究補助員） 

　これまでに行なってきた研究では、主にクリーニング済
みのデータを分析していましたが、今の仕事はクリーニン
グが行われる前の膨大な量のデータを扱うものですので、
データ全体を見渡して、どのような考えや論理でデータを
分析・整理すべきかについて学ぶことができて、大変得る
ものがあると思います。 
（野田特任講師） 

　この制度は、利用者と研究支援員にＷＩＮ－ＷＩＮの関
係を実現する制度だと思います。利用者にとっては専門的・
創造的な部分に費やす研究時間の確保ができ、研究支援員
にとってはデータベース管理能力などの能力向上につなが
り、双方にとって意義のある良い制度だと思います。 
（インタビュアー） 

　野田先生に研究支援員制度を利用いただき、男性、女性
を問わず、育児等で研究時間の 
確保が大変な研究者に対して、本制度が大変お役に立って
いることが改めて分かりました。本日は大変ありがとうご
ざいました。 

「研究支援員制度」利用者、研究支援員インタビュー 

前列左：辻毅一郎理事・副学長 
　　右：Li Fei武漢大学副学長 

駐日欧州連合大使が表敬訪問 
　　7月1日（金）Hans Dietmar Schweisgut駐日欧州連合（EU）
大使が、辻毅一郎理事・副学長を表敬訪問されました。本学
からは、エラスムス・ムンドゥス（EM）や ITP など EU-
JAPAN 間の人的交流プログラムに携わる星野俊也国際公共
政策研究科長、北山研一工学研究科教授、藤田喜久雄同研究
科教授、石川真由美国際企画推進本部教授及び向井弘志国際
交流課長が同席しました。懇談では、本学の国際化に向けた
取り組みや海外との交流実績についての報告があり、また、
EM や ITP を利用する学生・研究者の交流促進や同プログラ
ムの課題についての意見交換が行われました。 
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最先端・次世代研究開発支援プログラムに採択された研究者の紹介 
　阪大 NOW4 月号でお知らせしたとおり、「最先端・次世
代研究開発支援プログラム」（内閣府、独立行政法人日本
学術振興会）について採択課題が決定し、本学から 25 名
が採択されました。 
　このプログラムは、世界をリードすることが期待される
潜在的可能性を持った研究者に対する研究支援制度であり、

「新成長戦略（基本方針）」（2009 年 12 月 30 日閣議決定）
において掲げられたグリーン・イノベーション又はライフ・
イノベーションの推進を図ることが目的のひとつとなって
います。 
　本号ではグリーン・イノベーションで採択された 11 名

について、研究者のプロフィールと研究課題の概略をお知
らせします。グリーン・イノベーションには、地球温暖化
を克服し、持続的発展が可能な社会の実現を目指した、幅
広い多様な科学・技術革新及び社会革新が含まれ、環境・
資源・エネルギー・食料等の分野にこだわることなく、斬
新な発想で課題解決に挑戦することが期待されています。 
 
※研究課題の概略は、大阪大学ホームページでもご覧いた
だけます。（トップページ＞教育・研究活動＞最先端・次
世代研究開発支援プログラム） 

あんどう・よういち 
略歴：東京大学理学系研究科修士課程修了。博士（理学）。（財）電力中央研究所研究員、（財）国際超電導産業技術研究センター超電導工学研究所研究員、

米国AT&Tベル研究所客員研究員、東京理科大学理学研究科客員助教授、（財）電力中央研究所上席研究員、同材料物性・創製領域リーダーを経て
2007年より現職。 

プロフィール 

トポロジカル絶縁体による革新的デバイスの創出 
産業科学研究所 教授・安藤陽一 
数年前に、トポロジカル絶縁体という新しい物質が発見
された。内部は絶縁体だがその表面は低損失で電気が流
れる性質を持っている。低消費電力で動く電子部品への
応用などが期待できる。しかし、これまでに発見された
トポロジカル絶縁体物質は、内部の絶縁性が低いなど、
実用上の問題点を抱えている。本研究では物質特性の改
善に挑み、得られる知見を革新的デバイスの創出につな
げる。これを利用した次世代の超低消費電力トランジス
タなどが実現すれば、大幅な省エネルギーが期待できる。 

電子のスピンと運動方向が絡み合った
トポロジカル表面状態 

リポソーム膜上でのモノづくり 

うまこし・ひろし 
略歴：大阪大学基礎工学研究科化学系専攻博士後期課程修了。博士（工学）。日本学術振興会特別研究員PD、スウェーデンルンド大学Chemical Center

博士研究員、大阪大学基礎工学研究科助手、同講師、同助教授を経て2007年現職。同研究科未来ラボシステムMembranomicsラボ長（兼任）。 

プロフィール 

Membranomeに基づく革新的バイオテクノロジーの創成 
基礎工学研究科 准教授・馬越　大 

「遺伝子」や「タンパク質」を基盤とするバイオテクノ
ロジーでは、バイオ分子の不安定性等が工業利用の足か
せとなっており、光合成膜のような、複数バイオ分子が
高度集積化された「生体膜」が注目されている。「モデ
ル生体膜（リポソーム）」は、バイオ分子を集積化して
物質生産に必須な分子認識点や触媒活性点を創出できる
特長がある。本研究は、リポソーム膜上での化学反応を
制御して、最小のエネルギーと資源でモノをつくる、革
新的バイオテクノロジーの創成を目指している。 
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しみず・かつや 
略歴：大阪大学基礎工学研究科物理系専攻博士後期課程修了。博士（理学）。日本学術振興会特別研究員、大阪大学基礎工学部助手、大阪大学基礎工学研究

科助手、同講師を経て2006年より現職。 

プロフィール 

全元素の超伝導化 
極限量子科学研究センター 教授・清水克哉 
超伝導は低温で物質の電気抵抗がゼロになる究極の物理
現象で、新たな超伝導体の発見は学術・産業の双方に大
きなインパクトを与えてきた。しかし、どのような物質
が超伝導になるのか、室温で実用できる超伝導体が存在
するのかは、今なお明らかでない。本研究の代表者であ
る清水克哉は、高圧力技術によって個々の物質の新たな
性質を探求してきた。本研究では、未踏の高圧力状態を
つくり出す技術を使って、物質を構成する基本単位であ
る元素を対象に、超伝導の普遍性と可能性を追求する。 

元素の超伝導から超伝導の本質に迫る 

世の中には約100種類の原子が存在する。
その種類（元素）を区別する技術を開拓
する。 

デンプン由来の環状オリゴ糖‘シクロデキスト
リン’に着目し、汚染オイル中に混入した有害
物質を効率的に除去・回収できるシクロデキ
ストリン吸着剤を開発する。 

きだ・としゆき 
略歴：大阪大学工学研究科博士前期課程修了。博士（工学）。大阪大学工学研究科助手、同講師、同助教授を経て2007年より現職。 

プロフィール 

オイル中の有害物質を効率的に完全除去・回収できる革新的植物性吸着剤の開発 
工学研究科 准教授・木田敏之 
過去に多用されたものの、毒性が明らかになって製造や
利用が禁じられた化学物質のひとつに、PCB がある。
毒性除去処理が難しく、国内で 50 万トンとも言われる
量が、処理技術の確立を待って保管されている。本研究
の代表者である木田敏之は、オイル中に混入した PCB
を効果的に除去できる植物性吸着剤の開発に世界で初め
て成功した。本研究は、この革新的技術をもとに、これ
まで不可能とされてきた汚染オイル中からの有害物質の
完全除去・回収を実現できる吸着剤の設計と開発を目標
としている。 

すぎもと・よしあき 
略歴：大阪大学理学研究科物理学専攻博士前期課程ならびに大阪大学工学研究科電子工学専攻博士後期課程修了。博士（工学）。大阪大学工学研究科原子分

子イオン制御理工学センター特任助手、同研究科フロンティア研究センターグローバル若手研究者フロンティア研究拠点特任講師を経て2011年よ
り現職。 

プロフィール 

走査型磁気共鳴顕微鏡を用いた単原子の元素同定法の開発 
工学研究科 准教授・杉本宜昭 
物質表面の単一原子の元素を同定（識別）する手法は、
ナノテクノロジーなどで必要とされる重要な技術である。
本研究では、原子サイズの分解能を持つ顕微鏡と核磁気
共鳴法（NMR）の技術を組み合わせた装置を開発し、
核磁気モーメントの検出によって元素を同定する手法の
確立をめざす。この手法は、室温環境下や、大気中・液
中での元素同定へと応用できると考えられている。元素
同定の簡易化はそれ自体が新たな用途を生み、多方面の
課題解決につながるブレークスルーになると期待されて
いる。 

最先端・次世代研究開発支援プログラムに採択された研究者の紹介 
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ふくい・けんいち 
略歴：東京大学理学系研究科化学専攻博士課程修了。博士（理学）。東京大学理学系研究科助手、同講師、東京工業大学理工学研究科助教授、2006年科

学技術振興機構個人研究者（兼務）、東京工業大学理工学研究科准教授を経て2008年より現職。2008年東京工業大学理工学研究科連携教授（兼
任）。 

プロフィール 

エネルギー変換場としての界面電気二重層の分子論的描像の解明とその応用展開 
基礎工学研究科 教授・福井賢一 
エネルギー問題を解決して持続可能な社会を構築するグ
リーン・イノベーションの推進のために、電気エネルギ
ーを可能な限り損失なく蓄積する技術の重要性が高まっ
ている。電極反応の効率を高めるには、電気二重層の起
源である電極と溶液の界面におけるイオンの局所的な分
布を知る必要があるが、現在のところ、これを知る有効
な方法は存在しない。本研究では、界面の電気二重層の
局所的な構造や電子状態を観測する手法の開発をめざす。
ここで開発された手法によって分子論的な描像を得て、
さらなる応用への展開も目標としている。 

溶液中で分子が電子移動反応を起こすと
きのエネルギー変化の概念図 

自己組織化メカニズムに立脚して構造サ
イズ・物性・機能の統計分散を制御 

せき・しゅうへい 
略歴：東京大学工学系研究科システム量子工学専攻修士課程修了。博士（工学）。日本学術振興会特別研究員、米国アルゴンヌ国立研究所研究員、大阪大学

産業科学研究所助手、オランダデルフト工科大学・文部科学省短期在外派遣研究員、大阪大学産業科学研究所附属産業科学ナノテクノロジーセンタ
ー助手、同助教授、同研究所助教授、大阪大学工学研究科准教授を経て2009年より現職。 

プロフィール 

全有機分子サイリスタ・ソレノイドのデザインと実証 
工学研究科 教授・関　修平 
中国が日本向けの輸出を停止したことで注目されたレア
メタルとは、リチウムなどの希少金属を総称しており、
供給が止まればモーターや充電池などが製造不能になる。
本研究は、電気をもっとも流しやすい有機分子（プラス
チック）の構造と積み上げ方を明らかにする方法の確立
をめざす。この研究成果をもとに開発される有機材料は、
多くの電子材料を低コスト・環境負荷の小さな有機材料
に置き換えるばかりでなく、レアメタルを全く使わない
磁性材料への活路も拓くことが期待されている。 

やなぎだ・たけし 
略歴：英国ティーサイド大学博士課程修了。PhD。松下電工（株）中央研究所、英国ECSCリサーチアソシエイト、日本学術振興会特別研究員PD、大阪

大学産業科学研究所助手、同助教を経て2010年1月より現職。2008年JSTさきがけ研究員。 

プロフィール 

自己組織化酸化物ナノワイヤを用いた極微デバイスによるグリーン・イノベーション 
産業科学研究所 准教授・柳田　剛 
携帯電話やパソコンなどの身近な電子機器は、トランジ
スタなどの電子部品で構成されている。これらの部品は
小型化が進み、現在ではついに、1 部品を 1 分子サイズ
に収める段階に至っている。本研究は、こうした究極の
小型化において素子の役割を担う「ナノワイヤ」を扱う。
構造がひとりでに組みあがる「自己組織化」に基づいた
新たな作製手法を導入することにより、均一な大きさ・
特性・機能を有するナノワイヤ構造体を実現し、ナノワ
イヤを用いた低消費電力デバイス群の創出を目的とする。 

最先端・次世代研究開発支援プログラムに採択された研究者の紹介 
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最先端・次世代研究開発支援プログラムに採択された研究者の紹介 

のぎ・まさや 
略歴：名古屋大学生命農学研究科博士課程（後期課程）修了。博士(農学）。産業技術総合研究所基礎素材研究部門非常勤研究員、京都大学国際融合創造セ

ンター産学官連携研究員、日本学術振興会特別研究員PD（京都大学生存圏研究所）を経て2009年より現職。 

プロフィール 

プリント技術によるバイオナノファイバーを用いた低環境負荷・低温エレクトロ
ニクス製造技術の開発／産業科学研究所 助教・能木雅也 
多くの電子機器においてはガラス基板の上に部品が搭載
されており、通常こうした機器の製造には熱エネルギー
や化学薬品などの消費を伴う。本研究の代表者は、木材
から取り出したナノファイバーを漉きあげることで、白
く不透明だった紙を透明に変えた。ガラスのように透明
でありながら、軽さや折り曲げられる点など、紙の持つ
優れた特長を備えている。本研究では、この透明な紙の
上に、印刷技術によって電子部品を搭載する技術の確立
をめざし、軽くてしなやかな電子デバイスの試作を目標
としている。 

くりす・げんじ 
略歴：大阪大学工学研究科博士後期課程修了。博士（工学）。大阪大学蛋白質研究所助手、米国インディアナ州立パデュー大学客員研究員、東京大学総合文

化研究科助教授、同准教授を経て2009年より現職。 

プロフィール 

水から水素発生するラン藻モデル細胞創成に必要な光合成レドックス代謝ネット
ワークの完全理解／蛋白質研究所 教授・栗栖源嗣 
エネルギー需要の増加にともない、次世代エネルギー源
として太陽光の利用が注目されている。光合成生物を利
用して太陽光で水素ガスを生産しようとした場合、細胞
内の蛋白質を目的に合わせて人工設計する必要が生じる。
しかし、生体内では複数の蛋白質が協調して働いている
ため、細胞の中の化学反応を自在に操れるレベルにまで
基本原理の理解が進んでいない。本研究では、ラン藻細
胞がもつ蛋白質のうち、光合成レドックス代謝を担う三
つの蛋白質に焦点を絞って立体構造を解析し、基本原理
の解明を目指す。 

おおくぼ・のりこ 
略歴：一橋大学法学研究科博士後期課程修了。博士（法学）。群馬大学社会情報学部専任講師、同助教授、甲南大学法学部教授を経て2005年より現職。 

プロフィール 

持続可能な社会づくりのための協働イノベーション－日本におけるオーフス3原則の実現策 
法学研究科 教授・大久保規子 
あらゆる主体の参加と協働は、持続可能な社会づくりに不可欠であるが、世
界各国で「協働疲れ」ともいうべき状況が生じている。日本は市民や事業者
の自主的取組みが一定の功を奏した数少ない国であり、協働イノベーション
の処方箋を国際社会に発信することが期待されている。日本の事例の歴史的
意義を踏まえつつ、環境分野の参加・協働条約であるオーフス条約の基準を
も充たすような改革が重要であるという認識に立って、流域管理と交通分野
に焦点を当て、日本型の協働モデルを提示する。 

ナノファイバーでつくった透明な紙 

ラン藻細胞にある光合成レドックス代謝
のモデル 
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○褒章 
　　　　　　　　大阪大学大学院工学研究科教授　　　　　　　  森　田　清　三　　紫綬褒章 
○叙勲 
　　　　　　　　大阪大学名誉教授（元工学部教授）　　　　　　幸　塚　善　作　　瑞宝中綬章 
　　　　　　　　大阪大学名誉教授（元工学部教授）　　　　　　椹　木　　　亨　　瑞宝中綬章 
　　　　　　　　大阪大学名誉教授（元言語文化部教授）　　　　大　　　順　雄　　瑞宝中綬章 
　　　　　　　　大阪外国語大学名誉教授　　　　　　　　　　  梅　津　和　郎　　瑞宝中綬章 
　　　　　　　　元大阪大学事務局長　　　　　　　　　　　　  糟　谷　正　彦　　瑞宝中綬章 
　　　　　　　　元大阪大学施設部整備課電話交換手　　　　　  　　田　伶　子　　瑞宝単光章 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上 
　※なお、上記は本学より申請した者に限りますので、ご了承願います。 

（総務部人事課） 

平成23年春の褒章・叙勲受章者一覧 

　工学研究科マイクロ波化学共同研究講座の塚原保徳特任
准教授と吉野巌招へい准教授（マイクロ波環境化学株式会
社代表取締役社長）がスペインのバルセロナで 6 月 16 日
に開催された BizBarcelona の Global Entrepreneurship 
Competitionで 3 位入賞をしました。 
　本大会は、創立 4 年以内の世界のベンチャー企業が、事
業性、世の中に与えるインパクト、技術の革新性を競うも
ので、世界各地から推薦された 75 社のベンチャー企業の
うち、予選で絞られた 24 社が本戦のバルセロナでトップ 3
を争いました。 
　今回の入賞は、マイクロ波化学共同研究講座とマイクロ
波環境化学株式会社が共同開発している独自のハイブリッ
ド触媒を用いたマイクロ波化学プロセスが、世の中の化学
プロセスを大きく変革させる可能性があるという高い評価
を受けたものです。マイクロ波環境化学株式会社は、過去
5 年間大阪大学と共同研究を行い、2010 年からマイクロ波
化学共同研究講座を共同開設しています。 

（工学部・工学研究科） 

塚原保徳特任准教授、吉野巌招へい准教授 
「Global Entrepreneurship Competition」で3位入賞 

写真左：各務茂夫　東京大学教授 産学連携本部 事業化推進部長 
写真中：吉野巌　　大阪大学大学院工学研究科　招へい准教授 
　　　　　　　　　マイクロ波環境化学株式会社 
　　　　　　　　　代表取締役社長 
写真右：塚原保徳　工学研究科マイクロ波化学共同研究講座 
　　　　　　　　　特任准教授 

吉 圭

高 熕
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鎌田敏郎教授が「平成22年度日本材料学会論文賞」受賞 

　工学研究科地球総合工学専攻社会基盤工学講座の鎌田敏
郎教授が「平成 22 年度日本材料学会論文賞」を受賞しま
した。 
　受賞対象となった論文は、「弾性波の入力方法がインパ
クトエコー法によるコンクリート版厚推定に与える影響」（内
田慎哉氏、前裕史氏、山本健太氏との共著）で、インパク
トエコー法の従来の課題を克服し、実構造物での評価にお
ける信頼性の向上を目的として実施した基礎研究の成果を
まとめたものです。本論文には、コンクリートの非破壊試

験に関する技術的課題を克服する上での新規性の高い貴重
な知見が示されるとともに、実務面で利用価値の高い画期
的な提案が含まれており、工学的有用性の観点からも高い
評価を受けました。 
　表彰式は、平成 23 年 5 月 25日（水）に大阪大学コンベン
ションセンターで開催された日本材料学会第 60 期通常総
会の席上で行われました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（工学研究科・工学部） 

　工学研究科応用化学専攻分子創成化学コースの井上佳久
教授に、ドイツの Alexander von Humboldt 財団からフン
ボルト賞（Humboldt-Forschungspreis）が授与されました。
フンボルト財団は、国際的な研究協力を目的としてドイツ
連邦共和国が全額出資して 1953 年に設置した公益財団で、
毎年、人文、社会、自然科学の全分野において、基本的な
発見もしくは新しい理論によって後世に残る重要な業績を
挙げ、今後も学問の最先端で活躍すると期待される国際的
に著名な研究者に対してフンボルト賞を授与し、ドイツお
よびヨーロッパでの 6 ～ 12ヶ月の滞在を義務づけ、関連研
究者との共同研究の促進をはかっています。 
　今回の賞は、井上教授の姫路工業大学ならびに大阪大学
での長年にわたる「光による分子キラリティーの創成と制
御」に関する研究への卓越した貢献に対して与えられたも
のです。授賞式は、前日のメルケル首相のレセプションに
始まり、当日のウルフ大統領のレセプションのあと、大統
領官邸であるベルリンのシャルロッテンブルグ宮殿におい

て 6 月 28 日に行われ、世界各国からの受賞者 24 名ととも
に財団理事長の Helmut Schwarz 博士から賞状が授与され
ました。 

（工学研究科・工学部） 

井上佳久教授「フンボルト賞」受賞 

左が鎌田敏郎教授（右は内田氏） 
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　6 月 15 日の日本腎臓学会にて、阿部裕名誉教授が、第 1
回腎臓学会上田賞を受賞されました。腎臓学会上田賞は、
東京慈恵会医科大学故上田泰名誉教授の芳志によるもので、
腎臓学会の発展に多大な貢献をされた先生に送られるもの
です。阿部裕先生は、昭和 20 年大阪帝国大学医学部を卒
業された後、昭和40年から大阪大学医学部教授（第一内科）
として指導に当たられるとともに、昭和 48 年 3 月から 2
年間大阪大学医学部附属病院院長も兼務されています。昭
和 33 年日本腎臓学会創立時のメンバーで、昭和 35 年第 3
回大阪大学における学術総会（故吉田常雄名誉教授会頭）
の事務局長をされるとともに、腎臓学会西部事務局を旧第
一内科（現老年・腎臓内科学教室）に置き、運営に努力し、
門下より腎臓内科関連の教授を多数育成されました。昭和
42 年～ 63 年まで 26 年間にわたり腎臓学会の理事を務めら
れるとともに、昭和 60 年～ 63 年までは腎臓学会理事長を
され、その間に第 18 回腎臓学会学術総会　会長、第 11 回
国際腎臓病学会 副会長をされています。日本腎臓学会の

発展、後進の指導、コメディカル教育、患者啓発の社会貢
献が評価され、第 1 回腎臓学会上田賞の受賞に浴されまし
た。 

（医学系研究科・医学部） 

阿部裕名誉教授「第1回腎臓学会上田賞」受賞 

　本年 3 月に大学院基
礎工学研究科 博士前
期課程 システム創成
専攻 電子光科学領域 
を修了した 西岡 辰哉
さん（現在、株式会社
NTT ドコモ勤務）が、

「第 3 回 MWP 優秀学
生論文賞」を受賞しま
した。 
　この賞は、電子情報
通信学会のマイクロ
波・ミリ波フォトニク
ス研究会において最も優れた論文を発表した学生に対して
授与されるものです。授賞式は、2011 年 4 月 28 日に本年
度の第 1 回研究会において、東京・港区の機械振興会館に
て行われました。 
　受賞対象となった研究論文は「InP HEMT を用いた
MMIC ミリ波発振器の光制御」（平成 22 年 1 月 27 日発表）
です。この論文は、InP HEMT を用いて構成されたミリ波
モノリシック集積回路の光制御とその応用に関する報告で

す。化合物半導体における光・電子相互作用を利用してミ
リ波発振信号の制御を行うことにより、小型で高性能な光
信号－ミリ波信号変換回路を追求して、光・ミリ波融合通
信ネットワークへ応用することを検討したものです。これ
までの研究成果を元に、発振周波数を安定化させた
60GHz帯ミリ波信号の光による制御に挑戦するものであり、
今後の発展性が高く評価されました。 

（基礎工学研究科・基礎工学部） 

西岡辰哉さん「第3回MWP優秀学生論文賞」受賞 
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　6 月 27日（月）第 38 回ヨーロッパ物理学会プラズマ物理
部会において、本学の長谷川晃名誉教授、三間圀興名誉教
授（光産業創成大学院大学特任教授）がアルフベン賞

（Hannes Alfven Prize）を受賞しました。アルフベン賞は
プラズマ物理のノーベル賞受賞者 Hannes Alfven を記念し
て 2000 年に創設されたもので、プラズマ物理学に顕著な
貢献をした研究者に毎年贈られるものです。 

　今回の受賞は、「層状流の自己組織化とシア流による揺
らぎのコヒーレンスの破壊に関する理論とシミュレーショ
ンの基盤を確立し、近代プラズマ乱流理論の構築に貢献」
に対し、米国カリフォルニア大学サンディエゴ校の
P.Diamond 教授と共に 3 名が受賞しました。創設以来 12
回目で、我が国に取って最初の受賞となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（工学研究科・工学部、レーザーエネルギー学研究センター） 

長谷川晃名誉教授と三間圀興名誉教授がアルフベン賞を受賞 

Carlos Hidalgo，EPS会長より三間教授へメダルを授与 長谷川名誉教授授賞スピーチ 

　工学研究科地球総合工学専攻
社会基盤工学コース博士前期課
程 2 年の木下真一君が、平成 23
年 7 月 12 日～ 14 日に大阪国際
会議場で開催された日本コンク
リート工学会コンクリート工学
年次大会2011（大阪）において、
年次論文奨励賞を受賞しました。 
　受賞対象となった論文タイト
ルは、「飛沫帯にある RC 部材
の曲げ耐力に関する劣化予測手
法」です。この研究では、塩害
による RC 部材の劣化進行過程を、確率過程を含む数値モ
デルとして構築し、RC 部材が設置されている塩害環境条
件および部材設計諸元からモンテカルロシミュレーション
解析により、部材の力学的性能を予測する画期的な手法を
提案しました。さらに、飛沫帯で供用されていた RC 部材
に本手法を適用し、実構造物への有効性も明らかにしまし
た。コンクリート構造物の戦略的かつ合理的な維持管理の

実現に資する強力なツールとなり得る点が、特に高く評価
されました。なお、本研究は、文部科学省科学研究費補助
金 基盤研究（B）「NDT と統計的手法の融合によるコンク
リート部材の性能評価と劣化予測の高精度定量化」（研究
代表者：鎌田敏郎教授）、平成 21 年度～平成 23 年度）の
もとで推進されました。 

（工学研究科・工学部） 

木下真一君「日本コンクリート工学会第33回コンクリート工学年次論文奨励賞」受賞 
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　大阪大学功績賞は、教育、研究、社会・国際貢献及び管
理運営上の功績が特に顕著であると認められた本学教員を
顕彰し、大学における教育、研究、社会・国際貢献及び管
理運営の一層の発展を期することを目的として実施するも
のです。 
　今年度は、67 名に功績賞を授与し、功績が極めて顕著
である者に授与する「特別賞」を、岸本忠三寄附講座教授

に授与しました。表彰式は去る 8 月 1日（月）にコンベンシ
ョンセンターにおいて執り行われ、鷲田総長から出席者全
員に賞状が授与された後、祝辞が述べられ、続いて、受賞
者を代表して情報科学研究科の肥後芳樹助教が謝辞を述べ、
閉式しました。 

（関連記事は 29 ページをご覧下さい。） 

大阪大学功績賞表彰 

功績賞（研究部門） 

功績賞（社会・国際貢献部門） 

功績賞（教育部門） 

大阪大学功績賞受賞者一覧 
功績賞特別賞 

所　　属 
生命機能研究科 寄附講座教授 

工学研究科 
情報科学研究科 
 
文学研究科 
人間科学研究科 
理学研究科 
理学研究科 
理学研究科 
医学系研究科 
歯学研究科 
歯学部附属病院 
薬学研究科 
工学研究科 
工学研究科 
工学研究科 
工学研究科 
工学研究科 
基礎工学研究科 
基礎工学研究科 
基礎工学研究科 
基礎工学研究科 
情報科学研究科 
産業科学研究所 
産業科学研究所 
蛋白質研究所 
接合科学研究所 
世界言語研究センター 
 
ウェブデザインユニット 
法学研究科 
基礎工学研究科 
生命機能研究科 
 
安全衛生管理部 
医学部附属病院 
高等司法研究科 
大学教育実践センター 

准教授 
教　授 

 
教　授 
准教授 
教　授 
助　教 
准教授 
教　授 
教　授 
講　師 
教　授 
准教授 
教　授 
教　授 
教　授 
教　授 
教　授 
助　教 
教　授 
准教授 
助　教 
教　授 
准教授 
教　授 
教　授 
准教授 

 
准教授 
教　授 
講　師 
教　授 

 
教　授 
教　授 
教　授 
教　授 

中　野　元　博 
藤　原　　　融 

 
小　林　　　茂 
吉　川　　　徹 
大　鹿　健　一 
北　河　康　隆 
森　田　　　靖 
森　　　正　樹 
恵比須　繁　之 
池　邉　一　典 
堤　　　康　央 
井　藤　幹　夫 
林　　　高　史 
藤　原　康　文 
南　　　二三吉 
森　田　清　三 
新　井　健　生 
新　宅　博　文 
長　井　英　生 
椋　田　秀　和 
肥　後　芳　樹 
朝　日　　　一 
西　野　邦　彦 
相　本　三　郎 
藤　井　英　俊 
高　橋　美恵子 

 
伊　藤　雄　一 
大久保　規　子 
熊　谷　悦　生 
藤　田　一　郎 

 
山　本　　　仁 
朝　野　和　典 
青　江　秀　史 
山　成　数　明 

岸　本　忠　三 インターロイキン6の発見 
職　　名 氏　　　名 

所　　属 職　名 氏　　　名 

功績賞（管理運営部門） 

基礎工学研究科 
大学教育実践センター 
 
人間科学研究科 
理学研究科 
理学研究科 
理学研究科 
医学系研究科 
歯学研究科 
歯学研究科 
薬学研究科 
薬学研究科 
工学研究科 
工学研究科 
工学研究科 
工学研究科 
工学研究科 
基礎工学研究科 
基礎工学研究科 
基礎工学研究科 
情報科学研究科 
情報科学研究科 
産業科学研究所 
産業科学研究所 
接合科学研究所 
超高圧電子顕微鏡センター 
世界言語研究センター 
 
文学研究科 
理学研究科 
言語文化研究科 
 
 
法学研究科 
工学研究科 
産業科学研究所 

教　授 
准教授 

 
教　授 
講　師 
准教授 
教　授 
教　授 
助　教 
教　授 
准教授 
教　授 
教　授 
教　授 
助　教 
准教授 
教　授 
教　授 
教　授 
教　授 
教　授 
教　授 
准教授 
助　教 
教　授 
准教授 
准教授 

 
教　授 
教　授 
教　授 

 
 

元教授 
教　授 
教　授 

大　垣　一　成 
服　部　憲　児 

 
河　森　正　人 
石　水　　　毅 
川　口　　　周 
原　田　　　明 
熊ノ郷　　　淳 
江　草　　　宏 
阪　井　丘　芳 
近　藤　昌　夫 
水　口　裕　之 
菊　地　和　也 
廣　瀬　明　夫 
松　　　典　弥 
森　　　浩　亮 
渡　部　平　司 
木　村　　　剛 
杉　本　信　正 
真　島　和　志 
東　野　輝　夫 
四　方　哲　也 
谷　口　正　輝 
能　木　雅　也 
近　藤　勝　義 
荒　河　一　渡 
古　谷　大　輔 

 
湯　淺　邦　弘 
荻　原　　　哲 
成　田　　　一 

 
 

植　松　利　夫 
原　島　　　俊 
菅　沼　克　昭 

所　　属 職　名 氏　　　名 

功　　績　　名 

※受賞者の並びは部局別、五十音順 

崎 賠
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人事 

新部局長紹介 

【略歴】 
理事・副学長からの挨拶（6ページ）を参照 
　平23.  8　大阪大学附属図書館長 

東　島　　　清　（ひがしじま　きよし） 附属図書館長 

【略歴】 
　昭53.  3　大阪大学理学部化学科卒業 
　　55.  3　大阪大学大学院理学研究科博士課程前期修了 
　　60.  3　大阪大学大学院理学研究科博士課程後期修了 
　　60.  3　理学博士（大阪大学） 
　　60.10　日本学術振興会奨励研究員（昭62.3まで） 
　　62.  6　名古屋大学助手理学部 
　平  8.  4　名古屋大学助手大学院理学研究科 
　　10.  4　京都大学助教授原子炉実験所 
　　11.10　大阪大学教授大学院理学研究科 
　　22.  4　国立大学法人大阪大学教育研究評議員 
　　23.  8　大阪大学大学院理学研究科長・理学部長（平25.8まで） 

篠　原　　　厚　（しのはら　あつし） 大学院理学研究科長・理学部長 

【略歴】 
　昭57.  3　京都大学理学部卒業 
　　59.  3　神戸大学大学院経済学研究科博士前期課程修了 
　　62.  3　神戸大学大学院経済学研究科博士後期課程単位修得退学 
　　62.  4　松山商科大学経済学部講師 
　平元.  4　松山大学（旧松山商科大学）経済学部助教授 
　　  3.  4　立命館大学経済学部助教授 
　　  9.  4　大阪大学助教授経済学部 
　　10.  4　大阪大学助教授大学院経済学研究科 
　　12.  6　大阪大学教授大学院経済学研究科 
　　18.  8　大阪大学研究推進室員（平20.3まで） 
　　23.  8　大阪大学大学院経済学研究科長・経済学部長 
　　　　　 （平25.8まで） 

二　神　孝　一　（ふたがみ　こういち） 大学院経済学研究科長・経済学部長 
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人事 

新部局長紹介 

【略歴】 
　昭51.  3　北海道大学理学部物理学科卒業 
　　53.  3　北海道大学大学院理学研究科物理学専攻修士課程修了 
　　54.  3　大阪大学大学院基礎工学研究科物理系博士後期課程退学 
　　54.  4　大阪大学産業科学研究所技官 
　　58.  4　大阪大学助手産業科学研究所 
　　62.12　理学博士（大阪大学） 
　平  5.  7　大阪大学助教授工学部 
　　  7.10　核融合科学研究所助教授大型ヘリカル研究部装置技術 
　　　　　 研究系併任（平9.3まで） 
　　10.  4　大阪大学助教授大学院工学研究科 
　　12.  4　大阪大学教授大学院工学研究科 
　　13.  4　大阪大学工学部材料物性工学科長（平14.3まで） 
　　20.  4　大阪大学大学院工学研究科附属構造・機能先進材料デ 
　　　　　 ザイン教育研究センター長（平24.3まで） 
　　22.  4　大阪大学教育研究評議員（平23.8まで） 
　　23.  4　大阪大学低温センター長（平25.3まで） 
　　23.  4　大阪大学大学院工学研究科附属高度人材育成センター 
　　　　　 長（平25.3まで） 
　　23.  8　大阪大学大学院工学研究科長・工学部長（平25.8まで） 

掛　下　知　行　（かけした　ともゆき） 大学院工学研究科長・工学部長 

【略歴】 
　昭54.  3　大阪大学基礎工学部情報工学科卒業 
　　56.  3　大阪大学大学院基礎工学研究科物理系専攻前期課程修了 
　　59.  3　大阪大学大学院基礎工学研究科物理系専攻後期課程修了 
　　59.  3　工学博士（大阪大学） 
　　59.  4　大阪大学助手基礎工学部　 
　平元.  5　大阪大学講師基礎工学部 
　　  3.11　大阪大学助教授基礎工学部 
　　  7.12　大阪大学教授基礎工学部 
　　  9.  4　大阪大学教授大学院基礎工学研究科 
　　14.  4　大阪大学教授大学院情報科学研究科 
　　18.  4　大阪大学総合計画室員（平24.3まで） 
　　19.  8　大阪大学教育研究評議員（平24.3まで） 
　　23.  8　大阪大学大学院情報科学研究科長（平25.8まで） 

井　上　克　郎　（いのうえ　かつろう） 情報科学研究科長 

【略歴】 
　昭48.  3　大阪大学基礎工学部電気工学科卒業 
　　50.  3　大阪大学大学院基礎工学研究科修士課程物理系専攻修了 
　　53.  3　同上博士後期課程物理系専攻修了　 
　　53.  3　工学博士（大阪大学） 
　　53.  4　国際電信電話株式会社研究所 
　　56.  7　大阪大学助手基礎工学部 
　　62.10　大阪大学助教授基礎工学部 
　平  8.  4　和歌山大学教授システム工学部 
　　13.  4　和歌山大学評議員（平15.3まで） 
　　15.  4　大阪大学教授大学院基礎工学研究科 
　　19.  8　国立大学法人大阪大学教育研究評議員 
　　23.  8　大阪大学大学院基礎工学研究科長・基礎工学部長 
　　　　　 （平25.8まで） 

岡　村　康　行　（おかむら　やすゆき） 大学院基礎工学研究科長・基礎工学部長 
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人事 

新部局長紹介 

【略歴】 
　昭47.  4　東京大学工学部電気工学科卒業 
　　49.  3　東京大学大学院工学系研究科修士課程修了 
　　52.  3　東京大学大学院工学系研究科博士課程修了 
　　52.  3　工学博士（東京大学） 
　　52.  4　日本電信電話公社武蔵野電気通信研究所研究員 
　　60.  4　日本電信電話株式会社横須賀電気通信研究所研究専門 
　　　　　 調査役 
　　62.  4　日本電信電話株式会社画像・電信事業部システム開発 
　　　　　 部総括担当部長 
　平元.  2　日本電信電話株式会社情報通信処理研究所主幹研究員 
　　元.10　日本電信電話株式会社情報通信処理研究所研究グループリーダー 
　　  7.  7　日本電信電話株式会社応用システム研究部研究部長 
　　11.  1　NTT移動通信網株式会社（現NTTドコモ）マルチメディア研究所所長 
　　16.  4　大阪大学教授サイバーメディアセンター　　 
　　19.  8　大阪大学サイバーメディアセンター副センター長（平23.8まで） 
　　23.  8　大阪大学サイバーメディアセンター長（平25.3まで） 

中　野　博　隆　（なかの　ひろたか） サイバーメディアセンター長 

【略歴】 
　昭45.  3　大阪外国語大学外国語学部ビルマ語学科卒業 
　　51.  3　大阪外国語大学大学院外国語学研究科修士課程 
　　　　　 （南アジア語学専攻）修了 
　　53.  4　大阪外国語大学講師外国語学部 
　　58.  4　大阪外国語大学大学院外国語学研究科担当 
　　58.10　大阪外国語大学助教授外国語学部 
　平  6.  1　大阪外国語大学教授外国語学部 
　　  9.  4　大阪外国語大学大学院言語社会研究科担当 
　　15.  3　大阪外国語大学副学長併任（平19.9まで） 
　　19.10　大阪大学教授世界言語研究センター、外国語学部副学 
　　　　　 部長 
　　23.  8　大阪大学世界言語研究センター長（平25.3まで） 

南　田　みどり　（みなみだ　みどり） 世界言語研究センター長 

【略歴】 
　昭57.  3　東京芸術大学美術学部芸術学科卒業 
　　59.  3　東京芸術大学大学院美術研究科日本・東洋美術史専攻 
　　　　　 修士課程修了 
　　59.  4　東京芸術大学美術学部芸術学科非常勤講師 
　　60.  4　東京芸術大学助手美術学部 
　平  2.  4　大阪市教育委員会事務局社会教育部文化財保護課学芸員 
　　10.  4　同上主任学芸員 
　　14.  4　同上生涯学習部文化財保護課主任学芸員 
　　19.  4　大阪市ゆとりとみどり振興局文化部主任学芸員 
　　20.  4　大阪大学教授総合学術博物館 
　　23.  8　大阪大学総合学術博物館長（平25.8まで） 

橋　爪　節　也　（はしづめ　せつや） 総合学術博物館長 
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新施設長紹介 

【略歴】 
　平  2.  3　東京大学工学部原子力工学科卒業                 　        
　　  4.  3　東京大学大学院工学系研究科原子力工学専攻修士課程 
　　　　　 修了 
　　  5.  3　東京大学大学院工学系研究科原子力工学専攻博士課程 
　　　　　 中退  
　　  5.  4　東京大学助手工学部 
　　  8.  6　大阪大学助手産業科学研究所 
　　15.  4　大阪大学助教授産業科学研究所 
　　19.  4　大阪大学准教授産業科学研究所 
　　23.  6　大阪大学教授産業科学研究所 

古　澤　孝　弘　（こざわ　たかひろ） 産業科学研究所 

【略歴】 
　平元.  3　東京大学経済学部卒業 
　　元.  4　大蔵省入省（関税局国際第一課） 
　　  2.  7　大蔵省国際機関課 
　　  3.  4　大蔵省大臣官房調査企画課（財政金融研究所研究部併任）（平3.7～平3.12　広 
　　　　　 島国税局調査査察部統括国税調査官（調査第一部門担当）付国税調査官併任） 
　　  4.  7　大蔵省銀行局特別金融課特別銀行係長 
　　  6.  7　広島国税局米沢税務署長 
　　  7.  7　大蔵省大臣官房付（平7.9～平8.1　外務省研修所において研修） 
　　　　　 （平8.2～平8.5　大蔵省大臣官房文書課） 
　　  8.  5　外務省在ベルリン日本国総領事館副領事 
　　  8.  7　外務省在ベルリン日本国総領事館領事 
　　11.  7　大蔵省大臣官房調査企画課課長補佐 
　　12.  4　大蔵省大臣官房総合政策課課長補佐 
　　13.  7　財務省主税局調査課課長補佐 
　　14.  7　財務省主税局税制第一課課長補佐 
　　15.10　内閣官房行政改革推進事務局行政委託型公益法人等改革推進室企画官 
　　17.  7　財務省大臣官房政策金融課課長補佐 
　　18.  7　財務省大臣官房企画官（平18.7～平19.7　内閣官房行政改革推進室室員 
　　　　　 併任）（平19.7～平20.7　財務省大臣官房地方課）　　　　　 
　　20.  7　東京国税局調査第一部長 
　　22.  7　財務省主税局総務課主税企画官（兼主税局税制第一課、税制第三課） 
　　23.  7　財務省大臣官房企画官（兼大臣官房信用機構課） 
　　23.  8　大阪大学教授大学院法学研究科 
　　　　　 大阪大学大学院法学研究科附属法政実務連携センター長（平24.3まで） 

岡　本　　　登　（おかもと　のぼる） 大学院法学研究科附属法政実務連携センター長 

所　　属：産業科学研究所量子ビーム物質科学研究分野 
専門分野：応用ビーム工学 

所　　属：大学院情報科学研究科バイオ情報工学 
　　　　　専攻バイオシステム解析学講座 
専門分野：バイオ情報通信工学 

【略歴】 
　平  6.  3　大阪大学大学院基礎工学研究科物理系専攻修士課程修了 
　　  8.  3　大阪大学大学院基礎工学研究科物理系専攻博士後期課程 
　　　　　 修了 
　　  8.  4　大阪大学助手基礎工学部 
　　  9.  4　大阪大学助手情報処理教育センター 
　　11.  4　大阪大学講師大学院基礎工学研究科　 
　　14.  4　大阪大学助教授大学院情報科学研究科　 
　　19.  4　大阪大学准教授大学院情報科学研究科 
　　23.  7　大阪大学教授大学院情報科学研究科 

若　宮　直　紀　（わかみや　なおき） 大学院情報科学研究科 
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所　　属：大学院法学研究科 
専門分野：立法論・税法 

【略歴】 
新施設長紹介（71ページ）を参照 
　平23.  8　大阪大学教授大学院法学研究科 

岡　本　　　登　（おかもと　のぼる） 大学院法学研究科 

【略歴】 
　昭62.  3　東京大学医学部医学科卒業 
　平  3.  3　東京大学大学院医学系研究科第一基礎医学専攻修了 
　　  3.  4　日本学術振興会特別研究員 
　　  5.  1　東京大学助手医学部脳研究施設 
　　  6.  4　工業技術院電子技術総合研究所情報科学部研究員 
　　  7.  4　工業技術院電子技術総合研究所情報科学部主任研究官 
　　13.  4　産業技術総合研究所脳神経情報研究部門主任研究員 
　　15.  4　順天堂大学医学部生理学第一講座主任教授 
　　23.  7　大阪大学教授大学院生命機能研究科 

北　澤　　　茂　（きたざわ　しげる） 

所　　属：大学院生命機能研究科生命機能専攻 
　　　　　脳神経工学講座 
専門分野：神経生理学 

大学院生命機能研究科 

宮田敬一教授（人間科学研究科）逝去 

　本学教授宮田敬一先生は、平成 23 年 2 月 10 日に右上葉
肺癌のためご逝去されました。享年は 60 歳でした。 
　先生は、昭和 50 年に九州大学大学院教育学研究科修士
課程を修了し、昭和 52 年 6 月に同大学大学院教育学研究
科博士課程を退学後、直ちに新潟大学教育学部助手に採用
され、同大学講師、同大学助教授を経て、平成 7 年同大学

教授に昇任し、平成 17 年 4 月に大阪大学大学院人間科学
研究科教授として着任されました。 
　宮田先生は、ブリーフサイコセラピーの日本への導入と
発展に尽力され、心理療法の短期化や効率化に貢献されて
きました。特にミルトン・エリクソンの理論と技法を日本
に紹介したことは、日本の心理臨床に新しい息吹を与える
こととなりました。 
　学外の活動としては、日本ブリーフサイコセラピー学会
会長、日本催眠医学心理学会理事長、日本心理臨床学会理
事、日本リハビリテイション心理学会理事などを務められ
学会の発展に尽力されました。それらの貢献により「日本
ブリーフサイコセラピー学会賞」「日本リハビリテイショ
ン心理学会賞」を受賞されています。 
　学内においては附属心理教育相談室副室長として、大学
院生学生の臨床心理実践と研究の指導に貢献されました。
ここに謹んで宮田敬一先生のご冥福をお祈り申し上げると
ともに、哀悼の意を表します。 

（人間科学研究科・人間科学部） 
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中馬一郎名誉教授（医学部）逝去 

　大阪大学医学部第一生理の名誉教授中馬一郎先生は去る
平成 23 年 3 月 4 日肺炎にて逝去されました。満 86 才寸前
でした。中馬先生は大正14年生れで、戦中に旧制尼崎中学・
松山高校を飛び級と短縮で終えられ、阪大医学部を昭和
22 年 10 月に 22 才半で卒業されました。引き続き医師実地
修練の後、学生時代から教室研究生として出入りされてい
た久保秀雄先生の第一生理に大学院第一期特別研究生とし
て入られました。昭和 25 年奈良県立医専助教授・同 27 年
奈良医科大学生理学助教授、続いて昭和 35 年奈良医大に
新設の第二生理学講座教授に昇任されました、時に 35 才
でした。昭和 41 年に大阪大学医学部第一生理学講座教授
として戻られ、生理学の教育・研究だけでなく、学外では
日本生理学会や環境学会の諸業務を引き受けられ、学内で
は医学部長を勤められました。なお昭和 63 年停年退官の
後にも藍野学園短期大学学長、次いで福田学園リハビリテ
ーション専門学校校長として医療人養成に関係されました。 
　中馬先生のご業績はおよそ三つの範疇に分けられます。

第一に研究・教育面、　第二に学問領域を越えた協同作業、
第三に教育機関の管理運営、それぞれに優れた能力を発揮
されました。第一に研究業績です。先生は学生時代から第
一生理の久保教授のもとで研究を開始され、ヘモグロビン
研究が一生のテーマでした。特に昭和 40 年アメリカ・コ
ロンビア大学留学中にご自分でおやりになったご研究、こ
れはヘモグロビンを壊さないでαとβ鎖に分離したお仕事
で今なお高く評価されています。これに引き続き、阪大で
は教室員を率いてこの蛋白質が一個だけで働く時と四つ纏
まって働く時との違いとそのメカニズムの探求という方向
で研究を進められました。第二の業績としては環境科学研
究があります。環境科学は医学だけでなく学際的な協同作
業が必要です。中馬先生は日本の環境科学会の立ち上げに
参画され、さらにその能力を見込まれて平成 5 年には社団
法人・環境科学会の初代会長を務められました。第三の重
要な仕事は大学の管理運営でした。昭和 42 年以降、阪大
医学部でも多少の紛争がありましたが、山村学部長の時に
中馬先生は教授会の中の「八人委員会」の委員長に指名さ
れ、　医学部内の世代間抗争に直面されました。山村方針
は「麻疹の流行だから、今の事は今、後の事は後で」でし
た、（さらに私たち教連は「犠牲者を出さない」ように間に
入りました）。さて、昭和 48 年から二年間の中馬医学部長
時代の重要なことは、全国に先駆けて学士入学を制度化し
た事でした。これには環境科学研究を通じて医学部にも幅
広く人材を取り込む必要性、および学生増募に当って教養
部の負荷最少という点が考慮されました。学士入学学生の
内から阪大医学部教授となった方々がすでに何人かおります。 
　中馬先生はこのように長年に亘って研究・教育ならびに
管理・運営にその能力を十全に発揮されました。 
　長い間のご指導・ご鞭撻に心から感謝し、謹んで哀悼の
意を表します。　　　　　　　　　　  志賀　健（昭和 32） 

（医学系研究科・医学部） 

宮本健作名誉教授（人間科学研究科）逝去 

　本学名誉教授、宮本健作先生は、平成 23 年 3 月 7 日肺
炎のため逝去されました。享年 79 歳でした。 
　先生は、昭和6年大阪市に生まれ、昭和33年関西学院大
学文学部心理学科を卒業し、昭和 35 年同大学院文学研究
科心理学専攻修士課程を修了されました。その後、大阪大
学医学部副手、同助手、同講師、獨協医科大学助教授、同
大学教授を経て、昭和51年3月大阪大学人間科学部助教授
に着任、昭和 53年 2月同教授に昇任されました。平成 7年
に定年にて退職され、名誉教授の称号を授与されました。 
　先生の研究活動は、大阪大学医学部在籍中の、条件反射

性行動発現時の神経メカニズムを解明するための脳波的研
究に始まり、人間科学部着任後は、鳥類の聴覚―発声系の
実験的研究へと発展して行きました。先生はその成果を踏
まえて、ヒトのことばを巧みにまねて性差、年齢、方言を
表現する九官鳥の発声器官の機構にヒントを得て、従来型
の人工喉頭とはまったく異なる新型の「人工発声器」を開
発されました。喉頭がんのため喉頭を全摘出した患者（喉
摘者）を対象に行った発声テストでは、この新型人工発声
器には、喉摘者が著しく明瞭な話し言葉を取り戻して話す
喜びを回復するという効果のあることが実証され、広く実
用化されようになりました。 
　このように先生は、心理学的・大脳生理学的・音声分析
的手法を基礎に、幅広い視点から学際的領域における独自
の方法論を展開され、学部学生ならびに大学院学生の指導
育成にも弛まぬ熱意を傾注されました。絶えず新たな学問
領域を切り拓くパイオニア的研究に邁進され、とくに喉摘
者のリハビリテーションに多大の貢献をなさいました。 
　大阪大学退官後は、九州看護福祉大学、姫路獨協大学で
教鞭をとられるかたわら、発達初期における母子相互作用
の重要性について、さまざまな社会的啓発活動にも尽力さ
れました。 
　宮本健作先生の在りし日のお姿を偲び、ここに謹んで哀
悼の意を表します。 

（人間科学研究科・人間科学部） 
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土岐哲名誉教授（文学研究科）逝去 

　本学名誉教授土岐哲先生は、病気療養中のところ、平成
23 年 6 月 23日（木）逝去されました。享年 65 歳でした。 
　先生は、昭和 21 年 3 月 3 日に青森県に生まれ、昭和 45
年3月早稲田大学第二文学部日本文学科を卒業されました。
財団法人国際学友会専任講師、アメリカ・カナダ 11 大学

連合日本研究センター専任講師、プリンストン大学客員講
師、東海大学講師、同大学助教授、名古屋大学総合言語セ
ンター助教授を経て、平成 2 年 4 月大阪大学文学部助教授
に転任されました。平成 8 年 3 月教授に昇任、平成 21 年 3
月に定年退職し、大阪大学名誉教授の称号を授与されまし
た。引き続き同年4月より、京都外国語大学教授に就任し、
平成 22 年 4 月からは日本語学科長を務めておられました。 
　先生は長年にわたって日本語教育学および音声学に関す
る教育と研究に従事し、その発展に貢献されました。特に、
自然談話の音声的特徴を超分節的側面に着目して分析する
研究では、従来の日本語音声学の定説を覆し、その後の日
本語教育における音声指導にも大きな影響を与えられまし
た。また、日本語教育学会常任理事、日本音声学会理事、
言語文化教育学会理事、日本学術振興会専門委員等などを
多数お務めになり、学協会の発展に努められました。 
　ここに謹んで哀悼の意を表します。 

（文学研究科・文学部） 

原富之名誉教授（理学部）逝去 

　本学名誉教授原富之先生は、平成 23 年 6 月 15 日、享年
86 歳でご逝去されました。 
　先生は昭和 23 年 3 月京都大学理学部動物学科をご卒業
になられ、昭和 25 年 3 月大阪大学理学部に文部教官とし
て採用され、昭和 27 年 12 月同講師、昭和 33 年 4 月奈良県
立医科大学助教授、昭和 33 年 11 月同教授を経て、昭和 49
年 4 月大阪大学理学部教授となられ、昭和 63 年 3 月停年
と同時に、大阪大学名誉教授の称号を授与されました。ま
た、退官後は、平成元年 4 月から平成 7 年 3 月まで近畿大
学教養部教授として生物学を講義され、平成 6 年 4 月には
奈良県立医科大学からも名誉教授の称号を授与されました。 
　先生は、昭和 25 年に、いち早く網膜への 32P の取り込み
実験を試みられ、動物学分野への放射性同位元素の導入と
いう先導的な役割を果たされました。国立大学で初めて大
阪大学に放射線生物学が開講されたのもこのようなご功績
によるものです。先生のご研究として世界の研究者から注

目を浴びた研究は、レチノクロームの発見です。レチノク
ロームはスルメイカで発見され、11- シスレチナールを生
成する働きがある蛋白質です。網膜に存在して光検出を担
う視物質は 11- シスレチナールを含み、その 11- シスレチ
ナールは光検出のために消費されてしまうので新たに供給
する必要があります。先生は、レチノクロームには視物質
に 11- シスレチナールを供給する働きがあると考えられま
した。11- シスレチナールは不安定であるのでどのように
供給されるかは当時不明だったのですが、この発見により、
供給メカニズムの一つが明らかになりました。先生のお考
えをさらに確実にしたのは、これらレチノイドを運搬する
働きのあるレチノイド結合蛋白質を発見されたことです。
この結果、レチノクロームと視物質との関連性が確立され
ました。先生はこれらのご研究を黎子夫人と共に進めてこ
られ、ご夫妻のお名前は世界中のこの分野の研究者の広く
知るところとなっています。 
　先生はこれらのご業績に加え、我が国の光生物学研究や
若手の育成、研究者層の広がりにも心を砕かれ、特定研究

「光生理学の初期過程」の組織や国際学会の開催に尽力さ
れました。 
　これらのご業績に対して、昭和 42 年に松永賞、昭和 49
年に日本動物学会賞が授与され、平成6年4月には紫綬褒章、
平成 11 年に勲三等旭日中綬賞が授与されました。 
　先生の長年のご功績を偲び、ならびに、多くの研究者を
温かい目で育成頂いたことを感謝し、ご冥福をお祈り致し
ます。 

（理学研究科・理学部） 
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石谷清幹名誉教授（工学部）逝去 

　本学名誉教授石谷清幹先生は、去る平成 23年 5 月 26日、
病気療養中のところ腎不全のためご逝去されました。享年
93 歳でした。 
　先生は、昭和 15 年 3 月東京帝国大学工学部機械工学科
を卒業し、同年 4 月川崎重工業株式会社に入社、昭和 22
年 9 月同社退職後、直ちに大阪帝国大学工学部講師に採用
され、昭和 23 年 1 月大阪大学工学部助教授を経て、昭和
37 年 8 月同教授に就任され、機械工学科機械工学第 5 講座

（蒸気工学）を主宰されました。先生は、ボイラーに関し
ては早くから分析的な熱工学的研究と総合的な技術論的研
究を並行して行い、両領域とも注目すべき業績を数多くあ
げられました。熱工学的研究の中でも沸騰を伴う流動と伝

熱の研究は、この方面の戦後における国際的高揚の最前線
に位置するもので、国内外において高く評価され、当該領
域で指導的役割を果たされました。また、学内においては、
学生生活委員会委員、学生相談室運営委員会委員、教養部
教科課程委員会委員、評議員等を歴任され、産業機械工学
科の新設、工学部の移転など、大阪大学の発展にご尽力さ
れました。 
　学外においては、昭和 42 年 3 月資源調査会専門委員、
昭和 48 年 7 月文部省大学設置審議会専門委員および昭和
49 年 2 月学術審議会専門委員（科学研究費分科会）などを
歴任され、特に、日本学術会議においては、第 10 期以来、
3 期にわたって会員に任ぜられ、我が国の科学技術の水準
向上に貢献されております。 
　昭和 56 年 4 月定年退官された後も、特に安全問題に力
を傾注され、安全確保には第三者検査が非常に有効である
との立場から、第三者認証機構として（財）品質管理シス
テム審査登録認定協会を発足させ、当該分野の発展に大い
に寄与されました。これら安全問題や技術史など、熱工学
を中心とする広い学術領域におけるご功績に対し、平成3年、
勲三等旭日中綬章を授与されております。 
　長年にわたり広い視野と高邁な見識で学生の教育、研究
ならびに後進の指導育成にご尽力された石谷清幹先生のお
姿を偲び、ここに謹んで哀悼の意を表します。 

（工学研究科・工学部） 

（ご案内） 

　石谷先生のご功績を偲び、石谷清幹先生メモリアルシンポジウムおよびメモリアルパーティーを下記のとおり開
催します。参加いただいた方には講演論文集「水と炎の日々（第 3 集）～石谷清幹メモリアルシンポジウム論文集」
を配布いたします。 
　日　　時：平成 23 年 12 月 4日（日）13 時～ 19 時 
　場　　所：神戸大学海事科学部コンファレンスホール（神戸市東灘区深江南町 5-1-1） 
　申し込み・問い合わせ先：石谷清幹先生メモリアルシンポジウム実行員会幹事　小澤　守 ozawa@kansai-u.ac.jp 
　　　　　　　　　　　　　または同委員会委員　長谷川和彦 hase@naoe.eng.osaka-u.ac.jp 
　　　　　　　　　　　　　Tel：（06）6879 － 7588　Fax：（06）6879 － 7594 まで 
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附属図書館の開館時間の延長について 

　豊中キャンパスの総合図書館において、昨年 12 月 1 日から授業期間中の平日について 8 時 40 分開館を試行しておりまし
たが、試験期には 9 時までの 20 分間に入館者が 100 名を超えることも多く、4 月より開館時間を 1 時間繰り上げ、正式に 8
時開館を実施しています。参考調査と相互利用以外の全ての窓口サービスを 8 時から開始しています。 
　箕面キャンパスの外国学図書館では、これまで休館していた休業期間中の土・日曜日について、4 月より 10 時から 17 時
までの開館を実施しています。また、吹田キャンパスの生命科学図書館では今年度から 2 月の祝日開館を行います。 
　平成 23 年 4 月からの附属図書館各館の利用時間は下記のとおりです。皆さまからのご要望にお応えし開館時間を延長し
ましたので、是非ご活用ください。 

（附属図書館） 

豊中キャンパスに保育施設を設置 

　大阪大学では、男女共同参画社会の形成への取り組みの一環として、研究や仕事と子育て、学業と子育ての両立を支援
することを目的に、平成 20 年 4 月から、吹田キャンパス内に学内保育施設として『まきば保育園』と『たけのこ保育園』
を設置しました。 
　この取り組み活動をさらに充実させるため、豊中キャンパス内においても、保育施設を設置すべく保育施設運営委員会
において検討してきましたが、このたび、同保育施設の名称・概要等が以下のとおり決定しましたので、お知らせします。 
　今後、来年 6 月末の建物竣工を目指して実施設計作業等を行い、順調に計画が進めば来年秋頃に開園する予定です。 
　なお、豊中地区保育施設『まちかね保育園』の入園児募集の案内については、あらためて、詳細が決まり次第保育園 HP
等でお知らせします。 
 
◎名　　称：『まちかね保育園』 
◎定員規模：0 ～ 5 歳児　各年齢につき 10 名　計 60 名 
◎建設場所：国際交流会館西側（現在のテニスコート及び隣接する空き地） 
◎建物概要：木造平屋建て　延べ面積 634 ㎡ 

（総務企画部企画推進課） 

区　　分 

総合図書館 

 

生命科学図書館 

 

理工学図書館 

外国学図書館 

月曜日～金曜日 

授業期 

8 時～ 22 時 

 

9 時～ 21 時 

 

9 時～ 22 時 

9 時～ 21 時 

9 時～ 19 時 

 

9 時～ 21 時 

 

9 時～ 17 時 

10 時～ 19 時 

 

10 時～ 17 時 

 

10 時～ 19 時 

10 時～ 17 時 

10 時～ 17 時 

10 時～ 17 時 

休館 

（ただし、2月のみ 

10 時～ 17 時） 

10 時～ 17 時 

休館 

休館 

休業期 

土曜日・日曜日 

授業期 休業期 

祝日 

授業期 休業期 
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第27回湯川記念講演会 

日　　時：2011年 10月9日（日）13：00－17：00 
場　　所：大阪大学中之島センター10階　佐治敬三メモリアルホール  
　　　　　大阪市北区中之島 4-3-53、中之島センター HP: http://www.onc.osaka-u.ac.jp/others/map/index.php 
対　　象：高校生以上の学生及び一般の方々　　　　　 
定　　員：先着 190 名 
受  講  料：無料 
主　　催：大阪大学総合学術博物館湯川記念室 
共　　催：日本物理学会大阪支部　　　　　　　　 
後　　援：日本物理教育学会近畿支部 
　 
高校生、一般の方を対象に、最前線の物理を紹介します。 
13：00 － 14：30　「巨大加速器LHCで見る素粒子の世界」 
　　　　　　　　　小林富雄（東京大学素粒子物理国際研究センター教授） 
15：00 － 16：30　「『はやぶさ』の見たもの、採ってきたもの」 
　　　　　　　　　土山　明（大阪大学大学院理学研究科教授） 
　 
申込方法：郵送、E-mailまたはFAXで、氏名（ふりがな）、住所、郵便番号、電話番号、年齢、性別、職業をご連絡下さい。

（ご連絡いただいた個人情報は、他に利用するものではありません。） 
　　　　　電話によるお申し込みは不可とさせていただきます。定員に余裕のある場合は、当日会場でも受け付けます。  
　　　　　〒 560-0043　豊中市待兼山町 1-1　大阪大学大学院理学研究科内　 湯川記念講演会係 
　　　　　E-mail:　yukawa7@het.phys.sci.osaka-u.ac.jp（件名は「2011.10.9 参加申込」でお願いします。） 
　　　　　FAX：06 － 6850 － 5341 
　 
〈問い合わせ先〉大阪大学大学院理学研究科内　 湯川記念講演会係　TEL：06 － 6850 － 5341 （月～金　10：00 ～ 17：00） 
　 

大阪大学総合学術博物館湯川記念室ホームページ　http://www-yukawa.phys.sci.osaka-u.ac.jp/ 

（総合学術博物館湯川記念室） 

11月7日に「新しい学務情報システム」が稼働します 

　新学務情報システムは、第 2 学期の授業開始直後は履修登録等の申請手続を行う必要があ
ることなどを考慮した結果、本年 11 月 7日（月）から稼働します。新学務情報システム（以
下「KOAN」という）では、情報提供機能の強化と利便性の向上を目指し、これまでの「お
知らせ」画面に代わり、「個人ポータル」画面となり「お知らせ」・「新着掲示（学生のみ）」・

「今週の時間割（学生のみ）」・「今週の担当講義（教員のみ）」等の画面を表示するなどの機
能強化を図りました。更に KOAN からの各種通知メールの送信先として、全学生に配付さ
れているサイバーメディアセンターの情報教育システム Web メールアドレスに変更するこ
とにより、確実に学生宛に届くように改善しました。また、KOAN のロゴについては、こ
の分野での専門家で造詣が深いコミュニケーションデザイン・センターの久保田徹特任准
教授に作成をお願いし、現行のロゴをベースに、カラーリングや利用サイズについては利
用媒体に合わせて色・サイズを自由に設定できるようにし、更に「矢印記号」を新たに付
加することにより、ナビゲーターとしての「KOAN」の役割を強調しました。（下記参照） 
　なお、新しい学務情報システムに関する情報を集約した WEB ページ（新学務情報システム（KOAN）特設ページ（下記 URL
を参照））を開設するとともに、学生及び教職員に対して主な変更内容を記載した「チラシ」の配付も行う予定としています。 

（新学務情報システム（KOAN）特設ページ（教職員向け）） 
　　http://www.cmc.osaka-u.ac.jp/PORTAL/koan/new/instructor/index.html 

（新学務情報システム（KOAN）特設ページ（学生向け）） 
　　http://www.cmc.osaka-u.ac.jp/PORTAL/koan/new/student/index.html　　　　　　　　　　　（情報推進部情報基盤課） 

KOANのロゴ（略語無し） 

KOANのロゴ（略語有り） 

、 



82

インフォメーション 

大阪大学フォーラム2011（上海） 

　研究者の優れた研究活動を広く海外に発信するとともに国際的な教育研究ネットワークを構築する場として、毎年、「大
阪大学フォーラム」を開催しています。 
　第 11 回を迎える今年度は、2010 年 2 月に新たに海外拠点を開設した上海にて開催いたします。 
 
開催日程：10 月 27日（木）～ 28日（金） 
開催場所：ホテル日航上海（中国・上海） 
　　　　　Hotel Nikko Shanghai 
テ ー マ：防災・減災・災害復興と国際協力―日中の経験に学ぶ 
　　　　　Disaster Prevention, Post-Disaster Reconstruction and International Cooperation 
プログラム： 
　◆ 2011 年 10 月 27 日（木） 
　　　10：00～11：30　主催者（大阪大学総長）あいさつ 
　　　　　　　　　　　フォーラムの趣旨説明、分科会の論点紹介など 
　　　13：00～15：00　分科会　A1　災害復興・防災における市民社会・ソーシャルキャピタルの役割 
　　　　　　　　　　　分科会　A2　地震被害の軽減を目指した最新の建築耐震技術 
　　　15：30～17：30　分科会　B  　土木構築物の地震被害と対策を考える 
　　　18：30～20：30　招待レセプション 
 
　◆ 2011 年 10 月 28 日（金） 
　　　09：30～11：30　分科会　C1　国境を越えてつながる災害支援 
　　　　　　　　　　　分科会　C2　原子力エネルギー：安全、リスク、人材教育 
　　　13：00～14：20　基調講演（日中同時通訳）　 
　　　14：40～17：00　パネル討論「防災・減災・災害復興と国際協力」（日中同時通訳） 
　　　18：00～19：30　大阪大学カフェ～教授と話そう 
 
主　　　　催：大阪大学 
後　　　　援：在上海日本国総領事館 
　　　　　　　日本学術振興会北京研究連絡センター 
実行委員長：山内　直人（国際公共政策研究科教授） 
ホームページ：http://www.osipp.osaka-u.ac.jp/shanghai/index.html 
お問い合わせ：国際交流オフィス国際交流課 
　　　　　　　E-mail：kokusai-koryu-suisin@office.osaka-u.ac.jp 

（国際交流オフィス国際交流課） 
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最先端の物理を高校生に 
Saturday Afternoon Physics 2011

日　　時：平成23年10月15日、22日、29日、11月5日、12日、19日、　午後3時―6時 
場　　所：大阪大学理学部大講義室（豊中キャンパス）他 
主　　催：大阪大学総合学術博物館湯川記念室 
共　　催：大阪大学大学院理学研究科、工学研究科、基礎工学研究科、大学教育実践センター、 
　　　　　核物理研究センター、レーザーエネルギー学研究センター 
後　　援：大阪府教育委員会、京都府教育委員会、奈良県教育委員会、兵庫県教育委員会、 
　　　　　京都市教育委員会、日本物理教育学会近畿支部、大阪府高等学校理化教育研究会、 
　　　　　朝日新聞社、大阪大学大学院工学研究科附属フロンティア研究センター 
 
 
 
　最新の自然観を知ってほしい。そのような願いを込め、今年も「最先端の物理を高校生に Saturday Afternoon Physics 
2011 －宇宙からの極微の世界まで－」を開催します。一線で活躍する研究者による最先端の物理の分かり易い講義に様々
な実験デモや展示もとりいれ、自然の謎を解き明かす物理を探索します。また、科学の知識と技術が私たちの社会にどの
ように生かされているかについても解説します。土曜の午後に6週間続く、内容ゆたかな、とても楽しい学校を目指します。
好奇心旺盛な方々の参加をお待ちしています！ 
 
【授業構成】 

　 授業は毎回 3 時間で、次の三部構成で行います。 
　　（1）基幹講義：自然界の様々な世界を訪ねます 
　　（2）コーヒーブレイク：展示、交流、Q ＆ A 
　　（3）実践講義：ハイテクにおける物理、ゲーム、クイズ　 
　10 ／ 29 は、レーザーエネルギー学研究センター、核物理研究センター、工学研究科の最先端研究施設を見学します。 
 
〔募集対象〕高校生（教職員、保護者のオブザーバー参加も可能です。） 
〔募集人数〕180 名 
〔参 加 費〕無料 
〔申し込み〕事前の申し込みが必要です。郵便・FAX・E-mail 又は Web サイトでの申し込みが可能です。 
　氏名（フリガナ）、学校名、学年、住所と郵便番号、申し込みの動機、メールアドレス（FAX 番号）をお知らせ下さい。 
※詳しくはホームページ　http://www-yukawa.phys.sci.osaka-u.ac.jp/SAP/　をご覧ください。 　　 
〔申し込み締め切り〕9月24日（土）必着 
〈問い合わせ先〉大阪大学理学研究科内　湯川記念室（〒 560-0043　豊中市待兼山町 1 － 1） 
　　　　　　　  FAX：06 － 6850 － 5341　　 
　　　　　　　  E-mail：sap2011@phys.sci.osaka-u.ac.jp 
　　　　　　　  件名：SAP2011 申し込み　　 

（総合学術博物館湯川記念室） 
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学生支援ステーションの取り組み状況について 

　教育・情報室 学生支援ステーションは、大学教育の一環として学生生活における個別の相談支援や課外の社会活動支援
を実施することで、学生の人間形成を総合的に支えるための活動を行っています。2010 年 1 月から学生生活相談ユニット、
障害学生支援ユニット、進路相談ユニットの 3 つのユニットが連携して活動を行っており、今年 5 月からは新しく進路相談
ユニットに近藤久美子准教授を迎えて、専任教員 3 名と担当職員の支援体制となりました。また、2010 年度の活動報告書
がこのたび発行され、活動報告書は学生支援ステーションのホームページで公開されています。 
 　相談支援の面からは個別の対応に加えて、ピア・サ
ポート的役割を担う学生生活相談員によるニューズレ
ターの発行や、Station Cafe を定期的に実施すること
で、学生に対するコミュニティの提供や各々の相談に
つなげる活動を試みています。また、社会活動支援の
面からは、通期の手話講習会、震災ボランティア活動
に関する報告・意見交換会の実施、「市民社会におけ
るリーダーシップ養成支援（文部科学省学生支援 GP： 
Good Practice）」の後継プログラム実施など、学生な
らびに教職員の連携のもと、より質の高い学生支援の
機会提供に努めていきます。取り組み状況の詳細につ
いては、学生支援ステーションのホームページにアク
セス下さい。　 
URL:http://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/student/ 
support_st

（教育・情報室 学生支援ステーション） 

学生支援ステーションの運営に携わる教員・職員・学生生活相談員による 
ミーティングの様子 
 

　2011 年 5 月より、学生支援ステーションに着任しました近藤久美子です。これまで 5
年間教員として、多様なバックグラウンドを持つ留学生や学部生・大学院生と接する
機会に恵まれました。彼らからのメッセージは、「もっと学んだことを生かせるような
仕事に就きたいが、採用枠の厳しさや、周囲の学生と比較してしまうことで焦り、業
種を選ばず応募してしまう」というものでした。また、企業が発信するメッセージの
意図とそれを受け止める学生の間に大きなギャップが存在していることも実感しました。
阪大生の皆さんの仕事に対する視野が広がるような取り組みの充実に努め、企業と学
生間のコミュニケーションを円滑にするお手伝いができればと思っています。私の研
究は、環境・資源経済学の実証分析が中心でしたが、今後は CSR（企業の社会的責任）
等の研究にも従事したいと考えています。 近藤久美子 准教授 
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第43回21世紀懐徳堂講座を開講します 

　大阪大学は、1968年に国立大学で最初に一般社会の方々に向けた公開講座を実施しました。当初は、「大阪大学開放講座」
の名称で開講してきましたが、2004 年からは「大阪大学中之島講座」と名称を改め、中之島センターを会場として実施し
てきました。 
　創立 80 周年を迎えた本年、社学連携事業の中心的な講座として「21 世紀懐徳堂講座」と改称し、連綿と続く社会貢献の
伝統を引き継ぐことにいたしました。 
　今年の共通テーマは、「ここから拓く未来」とし、「（A）震災と原発　－安心を築く」、「（B）復興の知　－暮らしと心」
の二つのサブテーマを設定し、甚大な被害の「東日本大震災」に対し、大学の知を市民の方々とともに考える内容で 9 月
～ 12 月にかけ全 14 回の講義（有料）を予定しています。 
　本学が誇る 14 名の講師陣により、様々な角度から諸問題を皆様とともに考えてゆきたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　その他詳細につきましては、21 世紀懐徳堂のホームページでお知らせします。 
　アドレス　http://21c-kaitokudo.osaka-u.ac.jp/

■サブテーマA「震災と原発　－安心を築く」 

講師氏名 所属・職名 題目 開催予定日 

廣野　哲朗 
 

宮本　裕司 
 

片岡　　勲 
 

下田　吉之 
 

藤原　　守 
 

中島　裕夫 

理学研究科・准教授 
 

工学研究科・教授 
 

工学研究科・教授 
 

工学研究科・教授 
 

核物理研究センター・准教授 
 

医学系研究科・助教 

「東日本太平洋沖地震から何を学んだか？ 
来る南海地震に備えて何をすべきか？」 

地震の揺れと建築の耐震 
 

原子力発電のこれまでと今後－福島原発事故をうけて－ 
 

都市から今後のエネルギーシステムを考える 
 
福島第一原子力発電所から出た放射性物質の分布 
 
原発事故の生物に対する影響を正しく理解するために 

 9 月14日（水） 
 

 9 月16日（金） 
 

 9 月28日（水） 
 

10月 5 日（水） 
 

10月12日（水） 
 

10月19日（水） 

■サブテーマB「復興の知　－暮らしと心」 

講師氏名 所属・職名 題目 開催予定日 

小浦　久子 
 

鍬方　安行 
 

中岡　成文 
 

林　　敏彦 
 

渥美　公秀 
 

西田　正吾 
 

稲場　圭信 
 

釘原　直樹 

工学研究科・准教授 
 

医学系研究科・准教授 
 

文学研究科・教授 
 

大阪大学名誉教授 
同志社大学教授 

人間科学研究科・教授 
 

基礎工学研究科・教授 
 

人間科学研究科・准教授 
 

人間科学研究科・教授 

震災復興と暮らしの風景 
 
大規模災害時の被災者医療への取り組み 
 

「復興する」ために──臨床哲学から 
 
大災害の経済被害と経済復興 
 
災害ボランティアの現状と展望 
 
災害時のコミュニケーション支援 
－危機管理における情報システムのあり方について－ 
心のケアから丸ごとのケアへ  
－共感縁と無自覚の宗教性－ 

危機事態の行動と心理 

10月26日（水） 
 

11月16日（水） 
 

11月17日（木） 
 

11月25日（金） 
 

11月30日（水） 
 

12月 7 日（水） 
 

12月14日（水） 
 

12月16日（金） 
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記　　念　　講　　義 

部局（講座・部門等） 氏　　名 日　時・場　所 講　義　題　目 

 

言語文化研究科 

平成23年9月15日（木）  
15時30分～16時30分 
場所：言語文化研究科棟  
2階　大会議室 

 
動的文法理論に基づく英文法研究と 
学習英文法の再構築 

岡　田　信　夫 

理学研究科 

（生物科学専攻・相関生物学 

　講座） 

平成23年9月29日（木） 
15時～16時 

（大阪大学会館講堂） 

アゴラとしての大学：新しい学問と 
教育、国際性、社会との交わりのた 
めに 

荻　原　　　哲 

訂正とお詫び 

　阪大 NOW　No.125（2011 年 6 月号）掲載内容に一部誤りがありましたので、下記のとおり訂正するとともにお
詫び申し上げます。 
 
P.66　「新教授紹介」 
　　　谷　久志教授略歴（追加） 
　　　平 23．4　大阪大学教授大学院経済学研究科 

崎 賠
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微生物病研究所庶務係 

湊　　涼子 
アクティブに、　　　　 
そして出会いを大切に 

みなと りょう こ 

 
■　キャニオニングに参加して 

　キャニオニングとは、渓谷で
ロープを使って下降したり、小
さな滝を滑り降りたりするスポ
ーツである。「去年の 9 月に新
宮（和歌山県）で一度活動した
だけなんです。すみません。

（笑）ただ、キャニオニングに
限らず色々挑戦してみたいとい
う気持ちは持っていますね。」 
　何にでも挑戦してみたいとい

う湊さんに、そのきっかけや原動力について尋ねてみた。 
 
■　きっかけ 

　高校 2 年生の修学旅行でモンゴルへ行き、雄大な自然に
大きな衝撃を受けた。また、日本での生活とは全く違う人々
の営みに今までの常識がくつがえされ、challenge sprit が
芽生えたという。モンゴルへの修学旅行は当時、日本初の
試みだったようで、湊さんのアクティブさを見ると、その
試みは大成功であったといえるだろう。 
 
■　学生時代 

　修学旅行での自然体験の感動が忘れられず、大学 1 回生
の夏に、友人と計画し、屋久島の縄文杉を目指した。「樹
齢何千年とも言われる巨樹と対面しその存在感・歴史に圧
倒されました。」 
　3 回生のときにフランスへ語学留学し、4 回生のときに
は夏に沖縄と北海道を一人旅した。異なる環境や世代の人
との出会いが大きな収穫だったと振り返る。 
　卒業が迫った 2 月には、ベトナム、カンボジアへのスタ
ディツアーに参加した。「単なる観光地めぐりではなく、
貧しい暮らしを強いられる人々の暮らしを間近で見たりで
きたことは非常に貴重でした。」そのツアーには多くの阪
大生が参加していた。みな目的意識が非常に高く、既に阪

大への就職が決まっていた湊さんがそこで彼らと出会い、
共有した時間は単なる偶然ではなかったのかもしれない。
今でもキャンパス内で会ったときに声をかけてくれる学生
もいるそうだ。 
 
■　大阪大学に就職して 

　学生の頃と異なり、自
由な時間は減るものだ。
それでも何とか参加した
いと、いま、夢中になっ
ているのは【野外ロック
フェス】だという。 
　野外ロックフェスの魅
力は音楽を楽しむだけで
なく、全国から集まる
様々な人との交流にあるという。 
　採用された年には北海道小樽市で開催されるオールナイ
ト野外ロックフェスに参加した。石狩の広大な自然を感じ
ることができ、北海道大学大学院に通う友人らのグループ
に参加した経験や、そこでの出会いは忘れられない。 
　翌年には茨城県ひたちなか市で開催されるイベントに参
加した。WEB の掲示板で知り合った参加者の車に便乗し、
現地へ向かった。また、いつかはキャンプで参加したいと
いうからパワフルだ。 
　今年は、新潟県湯沢町と、ひたちなか市で開催されたイ
ベントに参加したという。どんな出会いがあったのだろう
か。 
 
■　大事にしていること、これからの目標 

　「『とりあえず行動に移す』ということを大事にしていま
す。人見知りをしない性格のおかげで、旅先での出会いが
財産になっています。その時やりたい事を思い切り堪能す
る。そのためには日々の過ごし方が大事ですよね。普段の
仕事をコツコツと頑張って、周りの人から信頼を得ること
を大切にしていきたいですね。」 

現在、微生物病研究所庶務係で主に人事関係の仕事を担当する湊さんは、採用部

署の本部事務機構財務部から異動して2年目を迎えている。今回は「キャニオニ

ング」に参加している職員がいるとの情報を入手し、新しいアクティビティに参加する職員にその魅力を尋ねよう

とお話を伺ったが、湊さんの行動力はそれだけにとどまらなかった。 

RISING SUN ROCK FESTIVAL 
（北海道小樽市）にて 
前列左から2番目が湊さん 
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上海教育研究センター長　　　　　　　　 

言語文化研究科教授　古　川　　裕 

駅名表示で交通大学は
Jiaotong University、上
海図書館は Shanghai  
Library。 
　JiaotongやShanghai
など中国語の発音をア
ルファベットで綴った
ものをピンインと言い
ます。実際のピンイン

表記では、音声の高さアクセントを示す声調記号を添えます。 
　また、同じ漢字でも現代中国語では「図書館」の3文字を簡体
字で“　　　”と書きます。 

　地下鉄 10 号線、交通大学
駅 4番出口。すぐ後ろに見え
ているオフィスビルの 22 階
に本学の上海教育研究センタ
ーがある。 
　上海交通大学のメインキャ
ンパスである　　キャンパス
は、この駅から徒歩5分。 

　上海交通大学の閔行（ミンハン）キャンパスの正門。 
　前身となる南洋公学が 1896年に創立され、1959年に
上海交通大学となる。西安交通大学や台湾国立交通大学
など（両大学ともに本学の大学間交流協定校）と同源の
関係にある。 

■中国語の勉強してますか？　中国へ留学に行きませんか？ 

　上海教育研究センターから発信する海外拠点だよりでは、
今まさに中国語を学んでいる人たち、中国語なら前に勉強
したことがあるよ…という人たちは言うまでもなく、残念
ながらまだ勉強したことがない…なんていう人々にも、中
国語の生き生きとした面白さをお伝えしたいと考えています。 
　上海教育研究センターは、上海のみならず中国語圏の各
地から優秀な留学生に来てもらうための受け入れ窓口にな
るほかに、本学からも多くの学生諸君に中国語圏の各地へ
留学に出てもらうための送り出しをするのも大切なミッシ
ョンだと考えています。 
　中国語に興味がわいてきたら、そして、中国語を使って
みたくなったら、ぜひ上海教育研究センターへ訪ねて来て
ください。歓迎、歓迎、熱烈歓迎！……というわけで、こ
の文章のタイトルは「みなさん上海教育研究センターへい
らっしゃい！」という、読者の皆さんへのアツいメッセー
ジなのです。 
 
■先ずは、上海教育研究センターへのアクセスから 

　上海教育研究センターへは地下鉄 10 号線の“交通大学”
駅が最寄り駅で、下車したあと 4 番出口から地上に出てす
ぐそこ、というたいへん便利なアクセスです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　地下鉄の4番出口を出て、
地上に上がって後ろを振
り返ると、淮海西路に面
して聳え立つ 28 階建ての

“申通信息広場”という名のオフィスビルが見えます。こ
のビルの 22 階に上海教育研究センターのオフィスがあり
ます。 
　現時点で上海にはあわせて 12 本の地下鉄路線が開通し
ていますが、この 10 号線は上海万博の開催にあわせて昨
年（2010 年）4 月に開通したばかりの新路線です。私たち
の上海教育研究センターの開設後、間もなくしてこの路線
も開通しました。現地のマスコミ評によれば、10 号線は
上海で最も清潔な地下鉄で、上海一の黄金路線なのだとか。 
　たとえば、10 号線の沿線上には上海のトップ 3 大学であ
る上海交通大学、同済大学、復旦大学がライバル同士なが
ら同じ路線上に肩を並べています。この 3 大学はいずれも
本学と大学間交流協定を結んでいる大事なパートナー校で
す。 

　また、今年（2011 年）6 月 30 日に予定日程を早めて全
線開通をして色々話題になった北京～上海間の高速鉄道（中
国版新幹線）のターミナル駅である上海虹橋駅、国際空港
でもある上海虹橋空港（東京羽田空港からは直行便が飛ん
でいて便利。関空から、できれば伊丹空港からも直行便が
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　同済大学の四平路キャ
ンパスの正門、そして学
内にある創立記念碑。 
　1907年にドイツ医学を
学ぶ学堂として発足した。
総合大学だが、特に土木
建築分野では中国トップ
レベル。 

　復旦大学の正門と学内
にある日本研究センター。
復旦大学は 1905年創立、
2000年には上海医科大学
と合併。名実ともに文理
医がバランスよく揃った
総合大学。 

飛ばないかな）にも通じています。豫園や南京東路、新天
地、上海動物園などの観光スポットや上海図書館も 10 号
線がつないでいます。というわけで、10 号線こそ黄金路
線という評価にも納得がいきますね。 
 
■オフィスビルの名前の謎 

　さて、私たちの上海教育研究センターが入居しているオ
フィスビルですが、このビルの名前“申通信息広場”（現
代中国語の簡体字と発音で書けば“　　　　　　　　　　 
　　　　　　　  ”）とは、いったいどう言う意味なのでし
ょうか？ 

　文字を一見しただけでは、あまりビルの名前らしく感じ
ませんが、中国語を使ってこの謎を解いてみるとこうなり
ます。まず、“申”は上海の別称としてよく使われる字です。
次の字“通”は「交通」を示唆していて、この 2 文字を合
わせれば「上海＋交通」の組合せだと気がつきます。つま
り、これは上海交通
大学関係のビルだよ、
という意味が隠れて
いるのです。現にこ
のビルの中には上海
交通大学に関係する
たくさんのベンチャ
ー企業や、上海交通
大学と交流がある名
古屋大学、立命館大
学などのオフィスも
同居しています。そ
れに続く“信息”は
中 国 語 で 「 情 報
information」のこと、
なので“信息系統”
なら「情報システム」、

“信息科学”なら「情報科学」、“　　　　”なら「情報処理」
…というわけです。ちなみに、中国語で“　　　　　　”
というのは「（軍事的、政治的な）機密情報」というニュ
アンスを伴いがちなので要注意です。残る“　　”は日中
同形語で「広場」のこと。というわけで、これらを総合す
れば“申通信息広場”とはすなわち「上海交通大学に関係
する、情報プラザ」という名乗りなのでした。現に、ビル
の正面には『信通信息廣場』という漢字表記と SUN 
TONG INFOPORT PLAZA という英文表記とが並列してあ
ります。ここで、漢字が繁体字であり、発音が南方方言音
であるのは、このビルに香港資本が投資しているからでし
ょう。 
　このように同じビルの名前を目にしても、中国語がわか

っている場
合とそうで
ない場合と
では、その
隠れた意味
の理解や印
象に残るも
ののうえで
随分と大き
な差がある
はずです。

これからも、そんな視点から中国語の街かどで見かけた「生
きた」中国語の姿を紹介してゆきたいと思います。 
　では、次回の上海だよりをお楽しみに。 

28階建てツインビル、申通信息広場の
遠景。 
　ここの住所は、上海市徐淮区淮海西
路55号です。 

繁体字で『信通信息廣場』，英語ではSUN TONG 
INFOPORT PLAZAという表示。 
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The University Of Sheffield.

交流協定大学 

編　集　後　記 
　今年も無事に夏まつり（33ページ）や天神祭（35ぺージ）
など夏の行事が終わりました。 
　全国であらゆる節電の取り組みがなされながら、何とか
暑さも峠を越えたといえるでしょうか。ただ、依然暑い日
が続きますので、みなさん体調管理にはくれぐれもお気を
つけいただきたいものです。 

　また、大阪大学は 8 月 26 日から平野総長での新体制が
スタートします。役員の方々の顔ぶれも変わり、新たな 4
年間の始まりとなります。 
　私も「夢」を持って、頑張っていきたいと思います。 

（柿木） 

　イングランド北西部、南ヨークシャー
に位置するシェフィールドは、イングラ
ンド第 4 位の都市ながら環境や治安が良く
物価も手頃で学生に人気の街です。今回
はこの地にあるシェフィールド大学の魅
力について、同大学東アジア研究科で博
士号を取り、コンタクト・パーソンでも
ある私がご紹介したいと思います。 
素晴らしい環境 

　シェフィールド大学は市中心部から歩
いて 10 分のところにあります。周囲には
美しい公園や植物園がいくつもあり、壮大なピーク・ディ
ストリクト国立公園へもバスでほんの少しの距離です。 
充実した施設と学生生活 

　1300 の自習スペースと 500 台の PC を備え 24 時間利用
可能なインフォメーション・コモンズをはじめ学内施設が
非常に充実しており、2010 年の学生生活調査（Times 
Higher Education Student Experience Survey）では図書館、
学生寮、キャンパス周辺環境、課外活動、学生会、学生生
活の部門で全英第 1 位、総合でも第 2 位となりました。 
幅広い研究分野 

　6 学部（人文学部、工学部、医学部、歯学・健康学部、
理学部、社会科学部）55 学科あり、学部・大学院のレベ
ルで様々なプログラムが提供されています。ギリシャのテ
ッサロニキにもシティ･カレッジ国際学部があります。 
優れた研究活動 

　システム工学、スマート工学、肝細胞テクノロジーの分
野において世界をリードする研究が行われています。また
薬学部も有名です。 
　2008年の大学の研究評価（Research Assessment Exercise

（RAE））においてシェフィールド大学は英国のトップ研究
大学 20 校のうち上位 10 校に入りました。2010 年の QS 世
界大学ランキングでも 69 位につけています。また、5 人の
ノーベル賞受賞者をはじめとして多くの著名な卒業生を輩

出しています。 
高い教育レベル 

　英国の大学教育は政府の Quality Assurance Agency for 
Higher Education (QAA)によって厳しく評価されます。最
新の QAA でシェフィールド大学は 29 の分野で最高評価を
獲得しました。これは他大学に比べてもかなり優れた結果
です。また学生の側からも、2009 年の全英大学学生評価
で6つの学科（アジア研究、コンピューター科学、遺伝学・
分子生物学、ジャーナリズム、神学・宗教学）が教育満足
度第 1 位をとったことからも、シェフィールド大学がその
教育において高い評価を受けていることがわかると思いま
す。 
おわりに：シェフィールド大学への誘い 

　このようにシェフィールド大学は研究者、学生双方にと
って魅力に溢れた大学です。研究面では協定締結を機にさ
らに研究交流をはかるべく、まずアジア研究の分野で相互
の研究者のリスト作りが進んでいますし、学生の皆さんに
はぜひ交換留学に挑戦して欲しいと思っています。シェフ
ィールド大学との共同研究や留学について興味のある方は、
ぜひ私にご相談下さい。 
Website: http://www.shef.ac.uk/ 
（コンタクトパーソン・Beverley Anne Yamamoto 人間科
学研究科准教授） 
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フェンシング部 

クラブ＆サークル 

今一番アツいスポーツ！！ 

山田祐太朗（工3回生） 主将 

〈コメント〉 
前回の七大戦は総合 4 位と、阪大の足を
引っ張ってしまいました。今年は、七大
戦、絶対に優勝します。 

練習場所：豊中キャンパス第一体育館小体育室 
練習日時：正規練：金 17 時 00 分～ 20 時 00 分 
　　　　　自由練：火・木 17 時 00 分～ 20 時 00 分 
　　　　　　　　　土 11 時 30 分～ 14 時 
部 員 数：10 人（三回生 2 人、二回生 1 人、一回生 7 人） 
連 絡 先：主務   岡崎祐磨（法3回生）united09@ezweb.ne.jp 
　　　　　ホームページ： 
　　　　　　　　　 http://osakaunivfencing.web.fc2.com/

　大阪大学フェンシング部です。昨年、フェンシング部は、
近年で最も優秀な成績を挙げることができ、課外活動総長
賞特別賞を受賞することもできました。今年度は、去年の
成績に甘んじることなく、去年を上回る成績を目標に、み
んなで日々の練習に真剣に取り組んでいます。 
それではフェンシングについて紹介させていただきます。 
　フェンシングは、西洋の騎士たちの戦いをスポーツ化し
たもので、金属製の剣で互いに相手の定められた身体部位
を突いたり、斬ったりして得点を競うものです。日本では
北京五輪での太田選手の活躍もあり、ようやく注目を浴び
るようになりましたが、欧米では昔から盛んに行われてお
り、オリンピックではなんと 1896 年の第 1 回大会から現
在に至るまで正式種目になっています。また、フェンシン
グには、太田選手が銀メダルを獲得したフルーレ、足のつ
ま先から頭の上までどこを突いても点数になるエペ、相手
を斬って攻撃することができるサーブルの三種目がありま
すが、どの種目も、スピード・パワー・技の正確性・駆け
引きが要求され、それがフェンシングの一番の魅力といえ

ます。 
　いかがですか。私たちは、日々、充実した生活を送って
います。そしてフェンシング部には大学からはじめた人ば
かりで、体力に自信のない方も心配する必要は全くありま
せん。少しでもフェンシングに興味があれば、是非体育館
に足を運んでみてください。 
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大阪大学司馬遼太郎記念学術講演会 
「命の彼岸と此岸、そしてその先へ」 
　7 月 3日（日）、大阪大学司馬遼太郎記念学術講演会が
開催されました 
　本講演会は、大阪外国語大学の卒業生である作家の
司馬遼太郎氏の業績を偲び、その遺産を継承するため、
学生及び一般市民を対象として、比較文明的な視点か
ら日本を論じる記念学術講演会として開催されてきた
もので、大阪外国語大学が大阪大学と統合したことに
より、本講演会については、そのまま大阪大学主催事
業（共催　産経新聞社／関西 2100 委員会）として引き
継がれ、名称も「大阪大学司馬遼太郎記念学術講演会」
として今年で第 14 回目の開催を迎えました。 
　本年は、「命の彼岸と此岸、そしてその先へ」をテー
マに去年に引き続きサンケイホールブリーゼ（大阪市
北区）を会場として、約900名の方々が来場されました。 
　冒頭に司馬作品「持衰」の朗読があった後、鷲田清
一総長からの主催者挨拶があり、第 1 部の講演が始ま
りました。 

　講演では、まず、柳田敏雄生命機能研究科特任教授
が「『ゆらぎ』が創る宇宙と生命」と題して講演され、
続いて、元国際日本文化研究センター所長で同名誉教
授の山折哲雄氏が「ゼロ（0）の思想と現代」と題して
講演されました。 
　第 2 部では、「生命（いのち）について」と題して両
氏による対談が行われました。今回は初めて理系の講
師をお迎えしたこともあり、科学と思想の対話は文理
の枠を超えた宇宙論にも発展するなど、来場された参
加者は、司馬作品の奥深さに魅了される時間を過ごさ
れていました。 

写真提供：産経新聞社 

（広報・社学連携オフィス広報・社学連携事務室） 

山折哲雄氏 柳田敏雄氏 

対談の様子 




